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官民連携で清水港クルーズ船対応
静岡TaaSの先進的取組をモデルに

巻頭特集 ニセコ・軽井沢の次の供給不足対策はクルーズ船

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
問
題
の
端
緒
と
も
な
っ
た
地
域
・
季
節
を
限
定
し
た
一

時
的
な
タ
ク
シ
ー
供
給
不
足
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
ス
キ
ー
客
で
賑
わ
う

冬
の
北
海
道
ニ
セ
コ
、
避
暑
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る
夏
の
長
野
県
軽
井
沢
な
ど
に

お
け
る
対
応
策
に
一
定
の
メ
ド
が
付
い
た
中
、
新
た
な
タ
ク
シ
ー
の
供
給
不
足
対

象
と
し
て
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ
て
い
る
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
で
外
国
船
の
寄

港
数
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
客
へ
の
対
応
だ
。

　

本
紙
の
熊
澤
義
一
編
集
長
は
８
月
22
日
、
静
岡
市
清
水
区
に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船

が
接
岸
す
る
清
水
港
の
日
の
出
埠
頭
を
訪
れ
、
国
土
交
通
省
の
共
創
モ
デ
ル
実
証

運
行
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
『
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
空
白
解
消
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
観
光
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
』
が
採
択
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
静
岡
Ｔ
ａ

ａ
Ｓ
（
清
野
吉
光
理
事
長
）
と
株
式
会
社
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
（
同
共
同
代

表
）
が
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
外
国
人
観
光
客
ら
を
対
象
と
し
た
観
光

タ
ク
シ
ー
を
取
り
扱
う
旅
行
会
社
と
し
て
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
運
営
を
し
て
い
る

様
子
や
、
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協
会
清
水
支
部
（
支
部
長
＝
上
野
浩
安
・
南
急
観
光

代
表
取
締
役
）
と
静
岡
市
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
で
あ
る
公
益
財

団
法
人
す
る
が
企
画
観
光
局
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携
し
て
、
通
常
タ
ク
シ

ー
乗
り
場
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
状
況
な
ど
も
取
材
し
た
。

　

清
水
港
で
は
、
民
間
団
体
・
タ
ク
シ
ー
業
界
・
地
域
行
政
・
運
輸
行
政
が
連
携

し
て
、
国
土
交
通
省
の
推
進
施
策
も
あ
っ
て
増
加
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
イ
ン
バ
ン

ド
外
国
人
観
光
客
の
移
動
の
足
の
確
保
、
観
光
体
験
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
状

況
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
利
用
が
、
平
日
の

昼
間
時
間
帯
を
中
心
に
需
要
減
退
と
営
収
低
迷
に
苦
し
む
地
元
タ
ク
シ
ー
の
増
収

に
も
貢
献
し
つ
つ
あ
り
、
他
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
を
抱
え
る
タ
ク
シ
ー
業
界
に

も
大
い
に
参
考
に
な
り
そ
う
だ
。
当
日
も
、
秋
田
港
の
あ
る
秋
田
市
か
ら
国
際
タ

ク
シ
ー
の
高
田
和
明
・
代
表
取
締
役
が
現
地
視
察
に
訪
れ
て
い
た
。

　

一
方
で
、
清
水
港
・
日
の
出
埠
頭
周
辺
に
お
い
て
、
成
田
・
柏
・
千
葉
な
ど
の

緑
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
た
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
と
思
わ
れ
る
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

車
両
を
複
数
目
撃
、
警
察
に
よ
る
白
タ
ク
行
為
の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
る
中

で
、
中
国
式
白
タ
ク
的
な
違
法
行
為
の
温
床
が
緑
ナ
ン
バ
ー
の
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー

に
よ
る
名
義
貸
し
な
ど
に
移
っ
て
い
る
こ
と
も
伺
わ
せ
た
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉



訪
日
ク
ル
ー
ズ
客
は
前
年
比
で
４
倍

　

国
土
交
通
省
港
湾
局
が
ま
と
め
た
、
２

０
２
４
年
に
お
け
る
訪
日
ク
ル
ー
ズ
旅
客

数
と
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
（
速
報
値
）

に
よ
る
と
、
訪
日
ク
ル
ー
ズ
客
数
は
前
年

比
で
約
４
倍
の
１
４
３
万
８
０
０
０
人

（
前
年
の
２
０
２
３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
途
上
と
い
う
影
響
も
あ
っ
て
35
万

６
０
０
０
人
）
と
大
幅
に
伸
び
た
。
コ
ロ

ナ
禍
前
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
２
０
１
７
年
の

２
５
２
万
９
０
０
０
人
と
比
べ
る
と
、
６

割
弱
の
57
％
ま
で
回
復
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
に
は
訪
日
ク
ル
ー
ズ
旅
客
数
の
８
割
を

占
め
て
い
た
中
国
発
ク
ル
ー
ズ
船
の
回
復

の
遅
れ
（
ピ
ー
ク
時
の
44
％
）
が
足
を
引
っ

張
っ
て
い
る
格
好
だ
。

　

一
方
で
、
日
本
発
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る

訪
日
ク
ル
ー
ズ
旅
客
数
は
、
15
万
９
０
０

０
人
と
、
２
０
２
４
年
は
過
去
最
高
を
記

録
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
今
後
も
続
き
そ

う
だ
。

観
光
立
国
推
進
基
本
計
画

　

政
府
で
は
、
２
０
２
３
年
３
月
31
日
に

閣
議
決
定
し
た
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画

に
お
い
て
、
ク
ル
ー
ズ
再
興
に
向
け
た
２

０
２
５
年
の
目
標
と
し
て
、
①
訪
日
ク

ル
ー
ズ
旅
客
２
５
０
万
人
、
②
外
国
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
２
０
０
０
回
、
③

外
国
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
港
湾
数
１

０
０
港

Ｉ
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

　

国
交
省
港
湾
局
で
は
、「
訪
日
ク
ル
ー

ズ
の
本
格
回
復
や
、
持
続
可
能
な
ク
ル
ー

ズ
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
」
と
い
う
考
え
だ
。

　

２
０
２
４
年
の
結
果
は
、
訪
日
ク
ル
ー

ズ
旅
客
数
が
１
４
３
万
８
０
０
０
人
、
外

国
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
が
１
９
２
３

回
、
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
港
湾

数
が
97
港
と
、
訪
日
ク
ル
ー
ズ
旅
客
数
以

外
は
25
年
の
達
成
が
視
野
に
入
っ
て
い

る
。
そ
の
訪
日
ク
ル
ー
ズ
旅
客
数
も
、
23

年
の
３
５
万
６
０
０
０
人
か
ら
24
年
は
１

４
３
万
８
０
０
０
人
へ
と
約
４
倍
増
の

ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る
状
況
だ
。
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寄
港
数
１
位
は
博
多
港
、２
位
那
覇
港

　

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
港
湾
別
の
回

数
で
は
、
２
０
２
４
年
に
お
け
る
最
多
が
、

韓
国
・
中
国
・
台
湾
へ
の
海
上
ア
ク
セ
ス

に
お
い
て
航
路
上
の
立
地
条
件
で
有
利
な

博
多
港
（
福
岡
県
）
の
２
０
４
回
が
ト
ッ

プ
、
次
い
で
那
覇
港
（
沖
縄
県
）
の
１
７

５
回
、
３
位
が
長
崎
港
（
長
崎
県
）
の
１

６
０
回
、
４
位
が
横
浜
港
（
神
奈
川
県
）

の
１
４
７
回
、
５
位
が
石
垣
港
（
沖
縄
県

石
垣
島
）
の
１
２
０
回
の
順
と
な
っ
て
い

る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
ク
ル
ー

ズ
船
が
数
多
く
寄
港
す
る
東

京
・
横
浜
と
大
阪
・
神
戸
の

中
間
に
位
置
し
、
富
士
山
と

い
う
日
本
を
代
表
す
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
抱
え
る
清
水
港

（
静
岡
県
静
岡
市
）
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
数
で
も
、
２
０
２

２
年
の
13
回
か
ら
、
23
年
は

58
回
、
そ
し
て
24
年
は
全
国

の
港
湾
の
中
で
９
位
の
87
回

と
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
は
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
数
が
１
０
０
回
を

超
え
る
見
通
し
だ
。

　

外
国
ク
ル
ー
ズ
船
に
限
る

と
、
２
０
２
４
年
に
お
け
る

清
水
港
へ
の
寄
港
回
数
は
81

回
で
、
横
浜
港
（
78
回
）
や

神
戸
港
（
66
回
）
を
抜
い
て

全
国
６
位
に
ま
で
浮
上
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
外
国
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
数
順
位
は
、
１

位
が
博
多
港
（
１
９
３
回
）、

次
い
で
那
覇
港（
１
６
９
回
）、

３
位
が
長
崎
港（
１
５
７
回
）、

４
位
が
石
垣
港
（
１
２
０
回
）、
５
位
が

鹿
児
島
港
（
１
０
１
回
）
の
順
で
、
本
州

の
港
で
は
６
位
の
清
水
港
が
最
も
外
国
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
が
多
か
っ
た
。

東
京
・
横
浜
と
大
阪
・
神
戸
の
昼
間

　

外
国
船
の
国
際
ク
ル
ー
ズ
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
が
、
２

０
２
３
年
３
月
か
ら
本
格
的
に
再
開
。
清

水
港
へ
の
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
は
23

年
が
53
回
で
、
本
州
で
は
横
浜
港
、
広
島

港
、
神
戸
港
に
次
い
で
、
全
国
で
は
８
位

だ
っ
た
。
続
く
２
０
２
４
年
に
は
、
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
が
着
岸
す
る
日
の
出
岸
壁
の

改
良
工
事
が
完
成
し
た
ほ
か
、
官
民
で
作

る
「
清
水
港
客
船
誘
致
委
員
会
」
に
よ
る

活
動
も
あ
り
、
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
を

後
押
し
し
た
。「
ク
ル
ー
ズ
船
が
数
多
く

寄
港
す
る
東
京
・
横
浜
と
大
阪
・
神
戸
の

中
間
に
位
置
し
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
富
士
山
の
観
光
を
中
心
に
、
停
泊
中
に

ク
ル
ー
ズ
船
客
が
足
を
延
ば
せ
る
観
光
地

が
豊
富
な
の
が
魅
力
な
の
で
は
な
い
か
」

と
し
て
、
清
水
港
の
立
地
的
な
好
条
件
を

指
摘
す
る
見
方
も
あ
る
。

　
「
ク
ル
ー
ズ
船
は
夜
の
う
ち
に
移
動
し

て
、
次
の
日
の
朝
に
港
に
入
り
、
乗
船
客

は
そ
こ
で
１
日
を
過
ご
す
。
そ
の
日
の
夕

方
に
出
港
し
て
次
へ
向
か
う
と
い
う
の
が

基
本
の
ス
タ
イ
ル
。
外
国
の
ク
ル
ー
ズ
船

は
関
東
地
区
と
関
西
地
区
に
ほ
ぼ
寄
港
す

る
が
、
両
地
区
の
間
を
移
動
す
る
時
に
、

寄
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
丸
１
日
洋
上
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
寄
港
地
と
し
て
清

水
港
が
選
ば
れ
て
い
る
と
思
う
。
関
東
は

東
京
港
と
横
浜
港
、
関
西
は
神
戸
港
と
大

阪
港
に
分
か
れ
る
の
で
、
結
果
的
に
清
水

港
の
方
が
寄
港
数
が
多
く
な
る
」
と
の
こ

と
だ
。

　

さ
ら
に
、
静
岡
市
の
難
波
喬
司
市
長
が
、

国
土
交
通
省
で
港
湾
局
計
画
課
長
や
大
臣

官
房
技
術
参
事
官
（
港
湾
局
担
当
）
な
ど

を
歴
任
し
た
港
湾
行
政
に
精
通
し
た
国
交

省
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
こ
と
も
、
同
市
に
お
け
る

清
水
港
の
振
興
に
一
役
買
っ
て
い
る
、
と

言
え
そ
う
だ
。

ク
ル
ー
ズ
船
客
の
嗜
好
も
多
様
化

　

ま
た
、「
以
前
は
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
船

客
は
、
バ
ス
に
乗
っ
て
静
岡
市
内
の
観
光

地
を
め
ぐ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
。
１
番

人
気
は
三
保
松
原
で
、
日
本
平
夢
テ
ラ
ス
、

久
能
山
東
照
宮
が
御
三
家
で
、
大
型
の
ク

ル
ー
ズ
船
だ
と
観
光
バ
ス
が
30
〜
40
台
も

来
て
い
た
が
、
今
は
同
じ
ク
ラ
ス
の
船
で

も
バ
ス
は
10
〜
20
台
ぐ
ら
い
。
明
ら
か
に

減
っ
て
来
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
、「
だ
ん

だ
ん
ク
ル
ー
ズ
人
口
も
増
え
て
、
ク
ル
ー

ズ
船
で
の
旅
に
慣
れ
た
人
も
増
え
た
。
そ

う
す
る
と
、
観
光
バ
ス
に
乗
っ
て
『
見
せ

ら
れ
て
い
る
』
観
光
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
で
地
図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
ネ
ッ
ト
の

情
報
を
見
て
行
先
を
決
め
る
人
が
増
え
て

来
て
い
る
」
な
ど
と
す
る
見
方
も
出
て
お

り
、
そ
う
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
客
の
嗜
好
の

変
化
も
背
景
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
静



岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
（
清
野
吉
光
理
事
長
）
と
株

式
会
社
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
（
同
共

同
代
表
）
が
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
外
国
人
観
光
客
ら
を
対
象
と
し
た
観

光
タ
ク
シ
ー
を
取
り
扱
う
旅
行
会
社
と
し

て
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
運
営
を
し
、
静
岡

県
タ
ク
シ
ー
協
会
清
水
支
部
（
支
部
長
＝

上
野
浩
安
・
南
急
観
光
代
表
取
締
役
）
と

静
岡
市
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
す
る
が
企
画

観
光
局
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携
し

て
、
通
常
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
運
用
を

行
っ
て
い
る
こ
と
の
意
義
と
価
値
が
、
こ

れ
か
ら
増
々
と
大
き
く
な
り
そ
う
だ
。

本
紙
の
熊
澤
義
一
編
集
長
が
清
水
港
に

　

そ
こ
で
、
本
紙
の
熊
澤
義
一
編
集
長
は

８
月
22
日
、
静
岡
市
清
水
区
に
あ
る
ク

ル
ー
ズ
船
が
接
岸
す
る
清
水
港
の
日
の
出

埠
頭
を
訪
れ
、
国
土
交
通
省
の
共
創
モ
デ

ル
実
証
運
行
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
『
ク

ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
空
白
解
消
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
観
光
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
』
が
採
択
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
静
岡

Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
（
清
野
吉
光
理
事
長
）
と
株
式

会
社
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
（
同
共
同

代
表
）
が
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
外
国
人
観
光
客
ら
を
対
象
と
し
た
観
光

タ
ク
シ
ー
を
取
り
扱
う
旅
行
会
社
と
し
て

ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
運
営
を
し
て
い
る
様

子
や
、
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協
会
清
水
支
部

（
支
部
長
＝
上
野
浩
安
・
南
急
観
光
代
表

取
締
役
）
と
静
岡
市
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地

域
づ
く
り
法
人
）
で
あ
る
公
益
財
団
法
人

す
る
が
企
画
観
光
局
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
連
携
し
て
、
通
常
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
運
用
を
行
っ
て
い
る
状
況
な
ど
を
見
て

回
っ
た
。

清
野
吉
光
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

現
地
で
は
、
一
般
社
団
法
人
静
岡
Ｔ
ａ

ａ
Ｓ
理
事
長
と
株
式
会
社
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ

ト
ラ
ベ
ル
の
同
共
同
代
表
で
も
あ
る
、
清

野
吉
光
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
。

Ｉ
清
水
港
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
対

応
と
、「
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
空
白
解

消
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
観
光
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
が
国
土
交
通
省
の
共

創
モ
デ
ル
実
証
運
行
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
採
択
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

清
野　

私
が
、
そ
も
そ
も
一
般
社
団
法
人

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
を
作
っ
た
目
的
は
、
タ
ク

シ
ー
の
生
産
性
を
上
げ
る
仕
組
み
を
作
り

た
い
、
と
考
え
た
か
ら
で
、
そ
の
た
め
の

大
き
な
柱
の
一
つ
目
が
『
地
域
全
体
最
適

配
車
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』
と
し
て
の
共

同
配
車
の
構
築
、
そ
し
て
二
つ
目
が
タ
ク

シ
ー
需
要
の
創
出
で
あ
り
、
特
に
、
暇
な

時
間
帯
に
需
要
を
創
り
た
い
、
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
静
岡
市
の
市
街

地
に
お
い
て
「
タ
ク
放
題
」（
エ
リ
ア
限

4
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定
で
の
タ
ク
シ
ー
の
定
額
乗
り
放
題
サ
ー

ビ
ス
）
と
い
う
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
・

モ
デ
ル
な
ど
に
も
実
証
実
験
的
に
取
り
組

ん
だ
。

Ｉ
な
る
ほ
ど
。

清
野　

タ
ク
シ
ー
需
要
の
創
出
と
い

う
点
で
は
、
観
光
に
も
最
初
か
ら
注

目
し
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す

る
と
、
静
岡
市
の
清
水
港
に
寄
港

す
る
ク
ル
ー
ズ
船
も
増
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
観
光
と
い
う
視
点
で
、
タ

ク
シ
ー
が
、
ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
下
船

す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外
国
人
観
光

客
の
受
け
皿
に
な
る
た
め
の
課
題
と

し
て
、
乗
車
前
に
経
路
確
定
と
決
済

ま
で
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
が
浮
上

し
て
来
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
清
水
港
で
は
、
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
タ
ク
シ
ー
乗
務
員

と
外
国
人
観
光
客
の
間
に
入
る
形
で

対
応
し
て
い
た
が
、
乗
車
し
て
発
車

す
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
の

ほ
か
、
ト
ラ
ブ
ル
も
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
こ
を
何
と
か
し
た
い
。
加

え
て
、
タ
ク
シ
ー
で
目
的
に
到
着
し

て
か
ら
決
済
が
出
来
な
い
、
な
ど
の

決
済
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、
事

前
決
済
に
し
て
欲
し
い
。
さ
ら
に
、

英
語
な
ど
の
外
国
語
が
出
来
な
い
乗

務
員
で
も
確
実
に
運
行
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
、
運
行
指
示
書
を

作
っ
て
欲
し
い
、
な
ど
の
要
望
が

あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
観
光
と
い
う
視
点
か

ら
タ
ク
シ
ー
需
要
を
創
る
こ
と
を
目
的

に
、
①
経
路
確
定
と
事
前
決
済
、
②
運
行

指
示
書
の
発
行

Ｉ
な
ど
の
取
組
を
、
一

昨
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ス

タ
ー
ト
当
時
は
現
在
の
よ
う
な
形
で
は
無

く
、
そ
の
後
の
試
行
錯
誤
と
紆
余
曲
折
を

経
て
、
今
日
の
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

清
野　

最
初
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外
国
人

観
光
客
が
観
光
先
と
し
て
タ
ク
シ
ー
で
向

か
う
の
は
、
日
本
平
や
三
保
松
原
ぐ
ら
い

か
な
、
と
考
え
て
90
分
コ
ー
ス
を
２

つ
用
意
し
た
が
、最
初
は
の
う
ち
は
、

ク
ル
ー
ズ
船
が
入
港
し
て
も
、
そ
も

そ
も
清
水
港
に
タ
ク
シ
ー
車
両
が
来

て
く
れ
な
い
の
で
、
配
車
す
る
車
両

が
無
い
、
特
に
開
業
初
日
は
、
３
台

の
タ
ク
シ
ー
を
配
車
し
た
だ
け
で
、

配
車
す
る
車
両
が
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
受
付
の
窓
口
を
ク
ロ
ー
ズ
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
は
、
地
元
の
タ
ク
シ
ー
会

社
と
連
携
し
て
、
多
く
の
タ
ク
シ
ー

車
両
に
清
水
港
に
来
て
も
ら
う
よ

う
な
仕
組
み
も
無
か
っ
た
。
一
昨
年

の
最
初
の
秋
シ
ー
ズ
ン
は
、
ク
ル
ー

ズ
船
が
入
港
し
て
も
、
１
日
で
10

回
以
上
の
配
車
と
な
る
ケ
ー
ス
は

少
な
か
っ
た
。

　
（
冬
は
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
が
無

く
な
る
た
め
）
昨
年
の
２
月
に
再
開

す
る
と
、
少
し
ず
つ
清
水
港
に
や
っ

て
来
る
タ
ク
シ
ー
車
両
の
数
も
増

え
、
タ
ク
シ
ー
で
の
観
光
コ
ー
ス
も

長
距
離
の
４
時
間
や
６
時
間
の
コ
ー

ス
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現

在
は
、
富
士
山
観
光
を
中
心
に
15

コ
ー
ス
の
多
彩
な
観
光
モ
デ
ル
を
示

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
ま
で
な
っ

て
い
る
。

　

目
的
地
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外

国
人
観
光
客
に
一
番
人
気
が
あ
る
の
は
、

意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
静
岡
県
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
や
白
糸
の
滝
が
あ
る

富
士
宮
市
だ
。

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
体
制
と
対
応

Ｉ
そ
れ
は
意
外
で
す
ね
（
笑
）。
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
時
は
、
ど
う
い
う
体
制
で
運

営
し
て
い
る
の
で
す
か
。

清
野　

体
制
と
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
や
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
時
間
制
貸
切
で
の

チ
ャ
ー
タ
ー
利
用
は
、
旅
行
会
社
で
あ
る

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
が
中
心
と
な
っ

て
、
寄
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
種
類
や
大

き
さ
に
合
わ
せ
て
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
て
10
人
前
後
。

　

乗
り
場
か
ら
の
通
常
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ

（
片
道
）
で
の
タ
ク
シ
ー
利
用
は
、
静
岡

県
タ
ク
シ
ー
協
会
清
水
支
部
（
支
部
長
＝

上
野
浩
安
・
南
急
観
光
代
表
取
締
役
）
と
、

静
岡
市
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
す
る
が
企
画

観
光
局
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
対

応
を
行
っ
て
い
る
状
況
だ
。

　

た
だ
し
、
以
前
に
乗
車
の
順
番
を
巡
る

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在

は
、
決
済
ま
で
完
了
し
た
時
間
制
貸
切
で

の
チ
ャ
ー
タ
ー
利
用
客
と
、
行
き
先
確
認

を
行
っ
た
通
常
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
で
の
タ
ク

シ
ー
利
用
客
に
、
共
通
の
乗
車
番
号
を
順

に
発
行
し
て
、
乗
り
場
の
運
用
を
行
っ
て

い
る
。



イ
ベ
ン
ト
対
応
型
日
本
版
Ｒ
Ｓ
も
運
行

Ｉ
ク
ル
ー
ズ
船
対
応
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
対
応
型
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行

は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
タ
イ
プ
も
含
め
て
車
種
も
多
様
で
、

か
な
り
稼
働
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

清
野　

今
日
は
、
イ
ベ
ン
ト
対
応
型
の
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
５
台
（
す
べ
て
駿
河

交
通
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
時
か
ら
出
港

時
ま
で
の
間
で
稼
働
）
が
運
行
し
て
い
る
。

Ｉ
現
状
で
、
運
用
上
の
課
題
と
し
て
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

清
野　

需
要
と
供
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発

生
し
た
時
が
大
変
で
、
静
岡
Ｔ
ｓ
ｓ
Ｓ
ト

ラ
ベ
ル
で
は
、
営
業
・
決
済
・
配
車
指
示

の
大
き
く
３
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
対
応

し
て
い
る
が
、
こ
の
ど
こ
か
で
時
間
を
要

し
て
利
用
者
の
滞
留
が
始
ま
る
と
、
待
た

さ
れ
る
利
用
者
の
不
満
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
、
ど
の
部
門
で
も
機

動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

体
制
構
築
に
向
け
た
従
業
員
教
育
な
ど
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

そ
こ
ま
で
は
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル

と
し
て
解
決
で
き
る
課
題
だ
が
、
配
車
す

る
タ
ク
シ
ー
車
両
が
不
足
し
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
課
題
は
、
我
々
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
乗
務
員
に
登
録

し
て
も
ら
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
て
、
事
前
に
ク
ル
ー
ズ
船
の
清

水
港
へ
の
寄
港
情
報
を
配
信
し
た
り
、
乗

り
場
の
タ
ク
シ
ー
車
両
が
不
足
す
る
場
合

に
は
、
現
場
状
況
の
写
真
を
撮
影
し
て
乗

務
員
に
向
け
て
送
信
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
。

国
交
省
の
共
創
モ
デ
ル
事
業
に
採
択

清
野　

さ
ら
に
現
在
使
用
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
車
両
の
待
機
場
所
が
、
近
く
施
設
建

設
の
工
事
（
静
岡
市
海
洋
・
地
球
総
合

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
で
使
え
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
に
お
け
る
乗

り
場
へ
の
タ
ク
シ
ー
車
両
供
給
を
ど
う
し

て
行
く
か
、
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

取
り
組
む
こ
と
に
し
た

の
が
、
国
土
交
通
省
の

共
創
モ
デ
ル
実
証
運
行

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

採
択
さ
れ
た
『
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
時
の
空
白
解

消
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
観
光
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
』
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
①
ク

ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
交
通
空
白
（
タ
ク

シ
ー
不
足
）
を
解
消
す
る
こ
と
で
観
光
客

の
移
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
、
②
観
光
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
し
て
観
光
客
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
、
③
観
光
客
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
お
よ
び
観
光
消
費
の
拡
大

に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
す

る

Ｉ
の
３
つ
で
、
こ
の
実
現
の
た
め
に
、

シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ン
社
製
の
車
載
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
計
画
だ
。
車
載

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置
台
数
は
、
地
元

で
あ
る
静
岡
市
清
水
地
区
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
を
中
心
に
１
０
０
台
を
超
え
、
ま
た
、

既
に
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
配

車
セ
ン
タ
ー
に
配
車
業
務

を
委
託
し
て
お
り
、か
つ
、

シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ン
社
製

の
「
み
ち
び
き
」
と
い
う

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
設
置

し
て
い
る
車
両
に
つ
い
て

も
、
同
等
の
機
能
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
。従
っ
て
、

合
計
で
１
５
０
台
ほ
ど
が

こ
の
『
清
水
港
ク
ル
ー
ズ

船
最
適
配
車
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
』
に
加
わ
る
こ

と
に
な
る
。

Ｉ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
導
入

で
、
清
水
港
に
お
け
る
タ

ク
シ
ー
の
運
用
形
態
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。

清
野　

シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ

ン
社
製
の
車
載
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
タ
ク
シ
ー
車
両

に
設
置
す
る
意
義
は
４
つ

あ
り
、
一
つ
目
は
、
現
在

は
、
清
水
港
に
お
い
て
タ

ク
シ
ー
や
日
本
版
ラ
イ
ド

6
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シ
ェ
ア
な
ど
の
車
両
が
待
機
し
て
い
る
広

大
な
駐
車
場
が
、
同
場
所
に
静
岡
市
海
洋

地
球
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
建
設
さ
れ
る

関
係
で
使
え
な
く
な
り
、
待
機
す
る
場
所

の
み
な
ら
ず
、
乗
り
場
に
向
か
う
待
機
の

順
番
が
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
、
新
た
に

設
置
す
る
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
っ

て
順
番
を
確
定
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
で

き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
組
む
こ
と
、
二
つ

目
は
、
タ
ク
シ
ー
や
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
な
ど
の
車
両
が
枯
渇
し
た
時
、
乗
車
を

待
つ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
ら
に
、
い
つ
出
発

で
き
る
か
の
判
断
材
料
を
、
車
載
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
車
両
の
位
置
や
動
態

に
よ
っ
て
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
、
三
つ

目
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
ら
を
乗
せ
た
車

両
が
タ
ク
シ
ー
無
線
の
届
か
な
い
遠
隔
地

に
行
っ
た
場
合
の
車
両
位
置
の
把
握
、
さ

ら
に
は
事
故
や
故
障
時
の
対
処
、
帰
還
時

間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
、
そ
し

て
四
つ
目
が
、
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
を
ト
リ
ガ
ー
に
し
て
観

光
地
の
情
報
を
外
国
語
音
声
に
て
提
供

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
観
光
体
験
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
、
な
ど
だ
。

　

車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
を
、
10

月
３
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
る
。

Ｉ
も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

清
野　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
主
体

は
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
だ
が
、
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ

ト
ラ
ベ
ル
に
委
託
を
す
る
形
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
と
解

析
、
需
要
予
測
な
ど
も
行
う
。

　

最
終
的
な
目
標
と
し
て
は
、
富
士
山
の

あ
る
清
水
港
を
日
本
一
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
の
港
に
す
る
こ
と
だ
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
対
応
に
つ
い
て
は
、
静
岡

県
タ
ク
シ
ー
協
会
の
清
水
支
部
と
静
岡
支

部
の
協
力
も
得
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
民
間
団
体
・
タ
ク
シ
ー
業
界
・
地
域

行
政
・
運
輸
行
政
が
連
携
し
て
、
国
土
交

通
省
の
推
進
施
策
も
あ
っ
て
増
加
す
る
ク

ル
ー
ズ
船
の
イ
ン
バ
ン
ド
外
国
人
観
光
客

の
移
動
の
足
の
確
保
、
観
光
体
験
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
る
状
況
は
、
様
々
な
課
題

が
あ
る
に
せ
よ
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

　

他
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
を
抱
え
る
タ

ク
シ
ー
業
界
に
も
大
い
に
参
考
に
な
り
そ

う
で
す
。

秋
田
・
国
際
タ
ク
の
高
田
社
長
が
視
察

　

当
日
も
、
秋
田
港
の
あ
る
秋
田
市
か
ら

国
際
タ
ク
シ
ー
の
高
田
和
明
・
代
表
取
締

役
が
現
地
視
察
に
訪
れ
て
い
た
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
の
秋
田
県
内
へ
の
寄
港
回

数
は
今
年
、
過
去
最
多
の
36
回
に
な
る
見

通
し
。
秋
田
県
で
は
、
全
国
的
に
ク
ル
ー

ズ
市
場
が
活
況
と
な
る
中
、
県
内
観
光
地

の
魅
力
を
発
信
し
、
さ
ら
な
る
寄
港
回
数

の
増
加
と
経
済
効
果
の
拡
大
を
図
り
た
い

考
え
だ
と
い
う
。

　

秋
田
県
内
に
あ
る
秋
田
港
・
船
川
港
・

能
代
港
の
３
港
へ
の
寄
港
回
数
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
期
間
を
除
く
と
増
加
傾
向
に
あ

り
、
２
０
２
３
年
は
28
回
で
最
多
を
更
新

し
、
24
年
は
27
回
。
今
年
は
４
〜
11
月
に

秋
田
港
へ
35
回
、
船
川
港
へ
１
回
の
寄
港

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
乗
客
定
員
の
合
計

は
約
７
万
４
０
０
０
人
に
上
る
見
通
し
。

良
く
出
来
た
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
っ
た

　

そ
う
し
た
中
で
、
私
的
に
清
水
港
の
現

地
視
察
に
訪
れ
て
い
た
、
秋
田
・
国
際
タ

ク
シ
ー
の
高
田
和
明
・
代
表
取
締
役
に
話

を
聞
く
と
、「（
清
水
港
に
お
け
る
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
時
の
タ
ク
シ
ー
の
運
用
に
つ
い

て
）
感
想
と
し
て
は
、
良
く
出
来
た
シ
ス

テ
ム
だ
と
思
っ
た
。
導
線
も
そ
う
だ
し
、

細
部
に
渡
っ
て
外
国
の
方
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
な
が
ら
目
的
地
に
行
け
る
、
と
い
う
仕

組
み
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
正
直
、
凄
い

な
、
と
思
っ
た
」
と
し
な
が
ら
、「
清
水
港

に
来
た
き
っ
か
け
は
、
二
つ
あ
っ
て
、
一

つ
目
は
、
現
在
、
秋
田
港
に
寄
港
す
る
ク

ル
ー
ズ
船
が
増
え
る
一
方
の
中
で　

そ
の

対
応
が
、
秋
田
港
で
は
、
タ
ク
シ
ー
だ
け

で
な
く
出
来
て
お
ら
ず
、
先
進
的
な
対
応

を
し
て
い
る
清
水
港
で
の
取
組
を
、
ま
ず

は
視
察
し
て
、
そ
れ
を
秋
田
に
持
ち
帰
っ

て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い
、
と
思
っ
た

か
ら
。
二
つ
目
は
、
清
野
（
吉
光
）
さ
ん

が
運
営
し
て
い
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
や
静
岡

Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
状
か
ら
一
歩
先
、
二
歩

先
に
進
む
こ
と
が
出
来
た
場
合
の
秋
田
港

の
将
来
像
を
描
く
こ
と
が
出
来
た
ら
良
い

な
、
と
考
え
た
か
ら
だ
」
な
ど
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
印
象
に
一
番
残
っ
た
こ

と
は
、（
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
や
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
の
）
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
生

き
生
き
と
し
て
い
た
こ
と
で
、
積
極
的
に

ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
下
船
し
て
来
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
外
国
人
旅
行
客
に
声
を
掛
け
て

応
対
し
て
い
た
。
乗
務
員
か
ら
も
そ
う
し

た
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
」
と
し
、「
行

政
や
業
界
と
の
連
携
も
、
よ
く
取
れ
て
い

る
な
、
と
感
じ
た
。
連
携
は
、
と
て
も
重

要
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
と
す
る
感
想
を

語
っ
た
。

清
水
港
を
日
本
で
ナ
ン
バ
ー
１
に

　

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
の
職
員
と

し
て
働
く
、
沖
本
沙
織
さ
ん
は
、「
私
は
、

現
場
全
体
の
担
当
者
と
し
て
営
業
・
決



済
・
配
車
指
示
の
す
べ
て
で
す
ね
。
外
国

人
の
お
客
様
に
は
英
語
で
応
対
し
て
い
ま

す
。
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
っ
て
お
客
様
の
特

徴
が
異
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
来
ま
し
た
。
今
日
、
清
水
港
に
寄

港
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ

ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
号
（
午
前
11
時
入
港
〜

午
後
７
時
出
港
）
も
、
お
客
様
は
そ
れ
な

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
多
い
時
は
、

も
っ
と
、
ず
っ
と
多
い
で
す
」
と
し
な
が

ら
、「
課
題
は
、
そ
の
船
に
、
ど
の
よ
う

な
お
客
様
が
乗
船
さ
れ
て
い
て
、
ど
の
よ

う
な
傾
向
が
あ
る
の
か
、
例
え
ば
国
籍
や

年
齢
層
な
ど
、
が
事
前
に
分
か
っ
て
い
た

ら
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
台
数
の
タ
ク
シ
ー
が

チ
ャ
ー
タ
ー
で
出
る
可
能
性
が
高
い
、
と

い
う
こ
と
も
予
測
で
き
る
し
、
も
っ
と
自

信
を
も
っ
て
タ
ク
シ
ー
車
両
を
集
め
る
こ

と
も
出
来
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
や
り
が
い
に
つ
い
て
は
、「
清

水
港
は
、
富
士
山
が
あ
る
港
と
し
て
『
マ

ウ
ン
ト
・
フ
ジ
・
ポ
ー
ト
』
な
ど
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
の
で
、
富
士
山
を
中
心
と
し

た
静
岡
と
そ
の
周
囲
の
観
光
地
を
外
国
の

方
々
に
訪
れ
て
も
ら
っ
て
、『
将
来
、
ま

た
来
た
い
』、『
次
は
家
族
で
子
供
を
連
れ

て
来
た
い
』、『
日
本
に
住
ん
で
み
た
い
』

な
ど
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
清
水
港
が
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
回
数
に
お
い
て
『
日
本
で
ナ
ン
バ
ー

１
に
な
る
』
こ
と
を
目
標
に
、皆
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
」
な
ど
と
し
た
。

外
国
人
観
光
客
の
思
い
に
応
え
た
い

　

同
じ
く
、
横
山
由
美
さ
ん
は
、「
営
業
・

決
済
・
配
車
指
示
の
現
場
全
体
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
や
り
が
い
に
つ
い
て
は
、

元
々
、（
静
岡
市
内
に
お
け
る
）
タ
ク
シ
ー

乗
務
員
さ
ん
の
平
日
昼
間
の
仕
事
が
少
な

い
こ
と
を
何
と
か
し
た
い
、
と
い
う
（
清

野
吉
光
・
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
）
理
事
長
の
思

い
も
あ
っ
て
始
ま
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
の

で
、（
ク
ル
ー
ズ
船
客
の
）
外
国
人
の
お
客

様
か
ら
『
す
ご
く
良
か
っ
た
よ
。
ド
ラ
イ

バ
ー
さ
ん
も
素
晴
ら
し
い
よ
』
な
ど
と
喜

ん
で
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
と
、
嬉
し
い

で
す
ね
」
と
し
な
が
ら
、「
課
題
と
し
て
は
、

同
じ
船
で
も
（
寄
港
す
る
時
期
や
天
候
、

様
々
な
条
件
に
よ
っ
て
）
受
注
率
が
大
き

く
異
な
り
、
時
間
制
貸
切
の
チ
ャ
ー
タ
ー

タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
多
い
の
か
、
そ
れ
と

も
通
常
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
で
の
タ
ク
シ
ー
利

用
が
多
い
の
か
は
、
そ
の
日
、
そ
の
時
に

な
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
」
と
し
、「
外
国
人
の
お
客
様
は
、
わ

ざ
わ
ざ
選
ん
で
日
本
に
来
て
く
れ
て
い
る

訳
な
の
で
、
そ
の
思
い
に
応
え
た
い
、
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。
今
度
、
実
際
に
横
浜

港
発
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
っ
て
、
清
水
〜

大
阪
〜
高
知
〜
広
島
〜
韓
国
・
釜
山
〜
函

館
〜
青
森
と
巡
る
の
で
、
船
内
で
ど
の
よ

う
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
、
に

つ
い
て
も
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
と
し
た
。

千
葉
県
の
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
が
出
没

　

一
方
で
、
清
水
港
・
日
の
出
埠
頭
周
辺

に
お
い
て
、
成
田
・
柏
・
千
葉
な
ど
の
緑

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
た
都
市
型
ハ

イ
ヤ
ー
と
思
わ
れ
る
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
両

を
複
数
目
撃
、
警
察
に
よ
る
白
タ
ク
行
為

の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
る
中
で
、
中

国
式
白
タ
ク
的
な
違
法
行
為
の
温
床
が
緑

ナ
ン
バ
ー
の
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
で
の
名
義

貸
し
な
ど
に
移
っ
て
い
る
こ
と
も
伺
わ
せ

た
。
千
葉
県
内
に
拠
点
を
置
く
複
数
の
都

市
型
ハ
イ
ヤ
ー
車
両
が
、
遠
く
静
岡
市
ま

で
や
っ
て
来
て
ク
ル
ー
ズ
船
客
を
乗
降
さ

せ
て
い
る
状
況
は
、
極
め
て
異
常
だ
。

　

全
国
的
に
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
の
活
用
が

検
討
さ
れ
る
方
向
に
あ
り
、
違
法
行
為
が

ま
ん
延
し
て
手
に
負
え
な
く
な
る
前
に
、

具
体
的
で
効
果
的
な
違
法
行
為
に
対
す
る

制
度
的
な
対
策
が
必
要
な
状
況
だ
。

8
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ア
プ
リ
問
題
へ
拱
手
傍
観
の
全
タ
ク
連
に
喝

　

タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ
最
大
手

の
Ｇ
Ｏ
（
中
島
宏
社
長
、
都
内
港

区
）
は
８
月
４
日
、東
京
都
特
別
区
・

武
三
地
区
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｏ
ア
プ

リ
で
の
配
車
後
に
お
け
る
車
内
で

の
現
金
決
済
の
場
合
に
「
現
金
決

済
維
持
の
コ
ス
ト
を
賄
う
こ
と
」

を
理
由
に
取
り
扱
い
手
数
料
１
０

０
円
の
課
金
を
開
始
し
た
。
こ
の

手
数
料
は
Ｇ
Ｏ
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
支
払

い
に
は
課
金
さ
れ
な
い
と
い
う
。

　

既
に
Ｇ
Ｏ
で
は
、

道
路
運
送
法
に
基

づ
く
運
賃
・
料
金

と
無
関
係
な
独
自

の
手
数
料
と
し
て
、

ア
プ
リ
手
配
料
１

０
０
円
を
収
受
し

て
お
り
、
特
別
区
・

武
三
地
区
で
Ｇ
Ｏ

で
配
車
し
て
現
金

決
済
だ
と
計
２
０

０
円
を
タ
ク
シ
ー

の
運
賃
料
金
と
は

別
に
利
用
者
は
Ｇ

Ｏ
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
Ｇ
Ｏ

Ｐ
ａ
ｙ
で
の
支
払
い
で
あ
れ
ば
課

金
し
な
い
の
は
、
決
済
手
段
の
囲

い
込
み
と
い
う
Ｇ
Ｏ
の
企
業
戦
略

の
た
め
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
Ｇ
Ｏ
は
、
こ
の
他
に
も

Ａ
Ｉ
予
約
手
配
料
、
優
先
パ
ス
手

配
料
、
こ
だ
わ
り
条
件
指
定
料
、

空
港
定
額
手
配
料
な
ど
を
独
自
に

収
受
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
配
車

提
携
先
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら

は
、
一
定
の
配
車

手
数
料
を
徴
収
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
タ
ク

シ
ー
車
内
で
は
、

現
金
で
の
運
賃
決

済
が
基
本
だ
っ
た

の
が
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
等
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

が
進
展
し
て
き
て

の
今
日
で
あ
る
。

現
金
決
済
を
維
持

す
る
コ
ス
ト
を
理

由
に
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は

Ｇ
Ｏ
側
の
企
業
事
情
で
あ
り
、
利

用
者
側
か
ら
み
れ
ば
、
流
し
タ
ク

シ
ー
で
の
現
金
決
済
で
あ
れ
ば
手

数
料
は
必
要
な
い
た
め
、
そ
の
維

持
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
新
た
に
発

生
す
る
、
と
い
う
理
屈
が
通
ら
な

い
の
は
明
ら
か
だ
。
Ｇ
Ｏ
の
常
識

は
、
利
用
者
に
と
っ
て
の
非
常
識

と
い
う
傲
慢
不
遜
の
次
第
で
あ
る
。

　

公
正
取
引
委
員
会
が
４
月
に
「
タ

ク
シ
ー
等
配
車
ア
プ
リ
に
関
す
る

実
態
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
て

い
る
が
、
独
占
禁
止
法
に
抵
触
す

る
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
な
り
得

る
５
項
目
を
提
言
し
、
そ
の
一
つ

に
、「
優
先
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
手
数

料
」を
明
記
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、

「
提
言
し
て
い
る
内
容
を
い
ず
れ
も

惹
起
し
て
い
る
の
は
、
全
国
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
約
５
割
が
加
盟

し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ

最
大
手
の
Ｇ
Ｏ
」
と
、
既
に
報
じ

て
き
て
い
る
。
優
先
的
地
位
の
濫

用
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
中
で
の

Ｇ
Ｏ
の
や
り
た
い
放
題
を
い
つ
ま

で
放
置
し
て
お
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ア
プ
リ
配
車
に
関
す
る
利
用
者

向
け
手
配
料
な
ど
を
ア
プ
リ
運
営

事
業
者
が
自
由
に
設
定
で
き
る
現

状
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
か
ら
み

て
認
可
制
に
基
づ
く
運
賃
・
料
金

と
の
区
別
が
難
し
い
と
の
判
断
な

ど
か
ら
、
国
土
交
通
省
で
は
道
路

運
送
法
上
の
運
賃
・
料
金
と
の
整

合
性
を
含
め
た
検
討
が
必
要
と
の

方
向
性
も
示
し
て
い
る
。
配
車
ア

プ
リ
会
社
が
利
用
者
か
ら
収
受
す

る
手
配
料
・
手
数
料
な
ど
の
各
種

料
金
に
つ
い
て
は
、
国
交
省
を
交

え
た
タ
ク
シ
ー
業
界
側
と
の
丁
寧

な
意
見
交
換
が
必
要
不
可
欠
な
の

は
、
既
に
自
明
の
こ
と
だ
。
い
つ

ま
で
川
鍋
一
朗
会
長
に
忖
度
し
て

全
タ
ク
連
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

配
車
ア
プ
リ
の
手
数
料
問
題
で
の

協
議
、
検
討
を
拱
手
傍
観
で
放
置

し
て
い
る
の
か
。
全
タ
ク
連
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
高
橋　

正
信
）

論風 陣論風 陣
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中
央
最
低
賃
金
審
が
目
安
額
示
す

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
８
月

４
日
、
令
和
７
年
度
地
域
別
最
低

賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て
の

答
申
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
引
上
げ
の
目
安
額
は
、

Ａ
ラ
ン
ク
の
東
京
・
神
奈
川
・
千

葉
・
埼
玉
・
愛
知
・
大
阪
の
６
都

府
県
が
63
円
、
Ｂ
ラ
ン
ク
の
北
海

道
・
宮
城
・
京
都
・
広
島
・
福
岡

な
ど
の
28
道
府
県
も
63
円
、
一
方

で
、
地
域
別
最
賃
額
の
低
い
Ｃ
ラ

ン
ク
の
青
森
・
高
知
・
鹿
児
島
・

沖
縄
な
ど
の
13
県
は
そ
れ
よ
り
も

１
円
高
い
64
円
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
目
安
額
の
ま
ま
で

単
純
に
地
域
別
最
賃
額
を
引
き
上

げ
る
と
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
で

最
賃
額
が
１
時
間
１
０
０
０
円
を

超
え
る
こ
と
に
な
る
。
昨
年
度
の

引
上
げ
目
安
額
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

の
全
ラ
ン
ク
で
50
円
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
目
安
額
の
段
階
で
13
〜
14

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ａ
お
よ
び
Ｂ
ラ
ン
ク
よ

り
も
Ｃ
ラ
ン
ク
の
最
賃
引
上
げ
目

安
額
を
１
円
上
乗
せ
し
た
こ
と

で
、
若
者
の
県
外
流
出
を
懸
念
す

る
東
北
の
青
森
・
岩
手
・
秋
田
（
Ｃ

ク
ラ
ス
）
と
佐
賀
（
Ｃ
ク
ラ
ス
）、

お
よ
び
関
東
で
は
唯
一
の
最
賃
額

が
９
０
０
円
台
だ
っ
た
群
馬
（
Ｂ

ク
ラ
ス
）
で
、
目
安
額
を
さ
ら
に

10
円
以
上
も
上
回
る
引
上
げ
で
の

答
申
額
と
な
っ
た
。引
上
げ
額
は
、

秋
田
が
80
円
（
目
安
額
＋
16
円
）、

岩
手
が
79
円
（
同
＋
15
円
）、
青

森
が
76
円
（
同
＋
12
円
）、
佐
賀

が
74
円
（
同
＋
10
円
）
で
、
群
馬

は
78
円
（
同
＋
15
円
）。

秋
田
と
群
馬
は
来
年
３
月
に
発
効

　

一
方
で
、
東
北
の
山
形
と
福

島
、
四
国
の
徳
島
と
愛
媛
、
九

州
の
長
崎
、
熊
本
、
大
分
の
Ｃ

ク
ラ
ス
７
県
の
交
渉
は
難
航
、

決
着
が
９
月
以
降
に
ず
れ
込
む

こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
県
の
地
域
別
最
賃
額
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る

秋
田
と
群
馬
は
、
そ
の
対
応
準
備

の
た
め
の
期
間
を
設
け
る
た
め
に

発
効
予
定
日
を
越
年
さ
せ
て
、
秋

田
は
来
年
３
月
31
日
、
群
馬
は
来

年
３
月
１
日
と
し
た
。

東
北
や
四
国
、
九
州
で
交
渉
が
難
航

秋
田
80
円
、
岩
手
79
円
最
賃
引
上

t o p i c s

　

２
０
２
０
年
代
中
に
地
域
別
最

低
賃
金
を
全
国
平
均
で
１
５
０
０

円
に
ま
で
引
き
上
げ
る
と
す
る
目

標
を
政
府
が
掲
げ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
今
年
は
特
に
、
地
域
別
最

低
賃
金
の
低
額
県
に
お
い
て
、
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
が
８
月
４
日

に
示
し
た
引
上
げ
の
目
安
額
（
東

京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
・
愛

知
・
大
阪
の
６
都
府
県
が
対
象
の

Ａ
ラ
ン
ク
は
63
円
、
北
海
道
・
宮

城
・
京
都
・
広
島
・
福
岡
な
ど
28

道
府
県
の
Ｂ
ラ
ン
ク
も
63
円
、
一
方
で
、
青
森
・
高
知
・
鹿
児
島
・

沖
縄
な
ど
の
13
県
の
Ｃ
ラ
ン
ク
は
１
円
高
い
64
円
）
を
大
き
く
上

回
る
引
上
げ
額
で
の
新
た
な
地
域
別
最
賃
額
が
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
相
次
ぐ
と
共
に
、
協
議
が
難
航
。

　

岩
手
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、
８
月
28
日
に
目
安
額
の
64

円
を
大
き
く
上
回
る
79
円
の
引
上
げ
で
１
時
間
１
０
３
１
円
と
す

る
こ
と
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の
の
、
こ
う
し
た
答
申
案
に

納
得
で
き
な
い
使
用
者
側
委
員
の
全
員
が
採
決
前
に
退
場
す
る
な

ど
の
異
常
事
態
も
発
生
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
地
域
別
最
賃
額
の
高
額
な
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・

愛
知
・
大
阪
、
さ
ら
に
長
野
や
静
岡
で
は
目
安
額
通
り
で
の
引
上

げ
と
な
る
な
ど
、
二
極
化
の
様
相
も
呈
し
て
い
る
状
況
だ
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉

10

ランク 都道府県 金額

A 埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知、大阪 63円

B
北海道、宮城、福島、茨城、栃木、群馬、新潟、富山、石川、福井、山梨、長野、岐阜、静岡、
三重、滋賀、京都、兵庫、奈良、和歌山、島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、
福岡

63円

C 青森、岩手、秋田、山形、鳥取、高知、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 64円

令和７年度地域別最低賃金額改定の引上げ額の目安

（参考）ランクごとの加重平均は、Aランク5.6％、Bランク6.3％、Cランク6.7%
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都道府県名 ランク 目安額 答申改定額 現行 引上げ額 目安差額 引上げ率 発効予定日

北海道 B 63 　1,075 1,010 65 2 6.4% 10 月 4 日

青森 C 64 1,029 953 76 12 8.0% 11 月 21 日

岩手 C 64 1,031 952 79 15 8.3% 12 月 1 日

宮城 B 63 1,038 973 65 2 6.7% 10 月 4 日

秋田 C 64 1,031 951 80 16 8.4% 来年 3 月 31 日

山形 C 64 955 

福島 B 63 955 

茨城 B 63 1,074 1,005 69 6 6.9% 10 月 12 日

栃木 B 63 1,068 1,004 64 1 6.4% 10 月 1 日

群馬 B 63 1,063 985 78 15 7.9%   来年 3 月 1 日

埼玉 A 63 1,141 1,078 63 0 5.8% 11 月 1 日

千葉 A 63 1,140 1,076 64 1 5.9% 10 月 3 日

東京 A 63 1,226 1,163 63 0 5.4% 10 月 3 日

神奈川 A 63 1,225 1,162 63 0 5.4% 10 月 4 日

新潟 B 63 1,050 985 65 2 6.6% 10 月 3 日

富山 B 63 1,062 998 64 1 6.4% 10 月 12 日

石川 B 63 1,054 984 70 7 7.1% 10 月 8 日

福井 B 63 1,053 984 69 6 7.0% 10 月 8 日

山梨 B 63 1,052 988 64 1 6.5% 12 月 1 日

長野 B 63 1,061 998 63 0 6.3% 10 月 3 日

岐阜 B 63 1,065 1,001 64 1 6.4% 10 月 18 日

静岡 B 63 1,097 1,034 63 0 6.1% 11 月 1 日

愛知 A 63 1,140 1,077 63 0 5.8% 10 月 18 日

三重 B 63 1,087 1,023 64 1 6.3% 11 月 21 日

滋賀 B 63 1,080 1,017 63 0 6.2% 10 月 5 日

京都 B 63 1,122 1,058 64 1 6.0% 11 月 21 日

大阪 A 63 1,177 1,114 63 0 5.7% 10 月 16 日

兵庫 B 63 1,116 1,052 64 1 6.1% 10 月 4 日

奈良 B 63 1,051 986 65 2 6.6% 11 月 16 日

和歌山 B 63 1,045 980 65 2 6.6% 11 月 1 日

鳥取 C 64 1,030 957 73 9 7.6% 10 月 4 日

島根 B 63 1,033 962 71 8 7.4% 11 月 17 日

岡山 B 63 1,047 982 65 2 6.6% 12 月 1 日

広島 B 63 1,085 1,020 65 2 6.4% 11 月 1 日

山口 B 63 1,043 979 64 1 6.5% 10 月 16 日

徳島 B 63 980 

香川 B 63 1,036 970 66 3 6.8% 10 月 18 日

愛媛 B 63 956 

高知 C 64 1,023 952 71 7 7.5% 12 月 1 日

福岡 B 63 1,057 992 65 2 6.6% 11 月 16 日

佐賀 C 64 1,030 956 74 10 7.7% 11 月 21 日

長崎 C 64 953 

熊本 C 64 952 

大分 C 64 954 

宮崎 C 64 1,023 952 71 7 7.5% 11 月 16 日

鹿児島 C 64 1,026 953 73 9 7.7% 11 月 1 日

沖縄 C 64 1,023 952 71 7 7.5% 12 月 1 日

全国加重平均 1,055

令和７年度 地域別最低賃金 答申状況 （８月２９日現在）



　

運
賃
改
定
申
請
（
要
請
）
が
全
国
で
続
い

て
い
る
。
諸
物
価
の
上
昇
に
よ
る
経
費
増
に

加
え
、
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
に
支
払
う
配
車

手
数
料
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
に

伴
う
決
済
手
数
料
な
ど
の
各
種
手
数
料
負
担

や
乗
務
員
採
用
費
用
の
増
加
、
そ
し
て
、
こ

の
と
こ
ろ
の
地
域
別
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引

き
上
げ
な
ど
の
タ
ク
シ
ー
事
業
を
取
り
巻
く

コ
ス
ト
構
造
の
急
速
な
変
化
と
、
そ
う
し
た

中
で
の
必
要
な
値
上
げ
に
一
定
の
理
解
を
示
す
国
土
交
通
省
の
ス

タ
ン
ス
も
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
に
お
け
る
２
回
目
以
降
の

運
賃
改
定
に
向
け
た
動
き
も
拡
が
っ
て
い
る
状
況
だ
。

　

特
に
、
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
は
、
若
者
の
県
外
流
出

を
懸
念
す
る
政
治
的
な
圧
力
も
加
わ
り
、
東
北
・
山
陰
・
四
国
・

九
州
な
ど
の
地
域
別
最
賃
が
比
較
的
低
額
な
県
に
お
い
て
顕
著
で
、

秋
田
で
８
・
４
％
、
岩
手
で
８
・
３
％
、
青
森
で
８
％
の
最
賃
額
の

引
き
上
げ
な
ど
と
、
東
京
の
５
・
４
％
を
大
き
く
上
回
る
答
申
が
相

次
い
で
お
り
、「
運
賃
改
定
に
お
い
て
10
％
超
の
改
定
率
は
必
要
不

可
欠
」
な
ど
と
す
る
声
も
出
て
い
る
。

香
川
・
宮
崎
・
秋
田
・
青
森
・
石
川

全
国
各
地
で
運
賃
改
定
要
請
が
続
く

t o p i c s香
川
で
運
賃
改
定
要
請
が
出
る

　

四
国
で
は
、
香
川
県
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合
の
岩
﨑
康
誠
理
事
長
が

代
表
を
務
め
る
、
香
川
地
区
の
相

互
タ
ク
シ
ー
（
高
松
市
）
と
、
ハ

ロ
ー
タ
ク
シ
ー（
寺
師
大
祐
社
長
、

高
松
市
）
の
２
社
が
８
月
６
日
、

四
国
運
輸
局
に
運
賃
改
定
要
請
を

提
出
。
こ
の
う
ち
相
互
タ
ク
シ
ー

は
、
現
行
の
普
通
車
初
乗
り
１
・

５
キ
ロ
７
５
０
円
・
加
算
２
６
０

メ
ー
ト
ル
80
円
を
、
同
１
・
５
キ

ロ
８
０
０
円
・
２
５
８
メ
ー
ト
ル

１
０
０
円
に
改
定
し
た
い
と
し
て

い
る
。
香
川
地
区
は
68
者
１
３
４

４
台
。

宮
崎
で
も
運
賃
改
定
要
請

　

九
州
で
は
、
宮
崎
県
タ
ク
シ
ー

協
会
の
吉
本
悟
朗
会
長
が
代
表
を

務
め
る
、
宮
崎
地
区
の
エ
ム
ア
ー

ル
交
通
（
宮
崎
市
）
が
８
月
８

日
、
九
州
運
輸
局
に
運
賃
改
定
要

請
を
提
出
。
現
行
の
普
通
車
初
乗

り
１
・
５
キ
ロ
７
７
０
円
・
加
算

２
６
３
メ
ー
ト
ル
80
円
を
、
同
１

キ
ロ
７
０
０
円
・
２
６
５
メ
ー
ト

ル
１
０
０
円
に
改
定
し
た
い
と
し

て
い
る
。
宮
崎
地
区
は
35
者
１
６

９
７
台
。

秋
田
と
青
森
で
運
賃
改
定
要
請

　

東
北
で
は
、
秋
田
県
タ
ク
シ
ー

協
会
の
佐
々
木
宏
行
会
長
が
代
表

を
務
め
る
、
秋
田
地
区
の
キ
ン
グ

タ
ク
シ
ー
（
秋
田
市
）
が
８
月
19

日
、
東
北
運
輸
局
に
運
賃
改
定
要

請
を
提
出
。
現
行
の
普
通
車
初
乗

り
１
キ
ロ
５
８
０
円
・
加
算
２
２

３
メ
ー
ト
ル
１
０
０
円
（
秋
田

市
）
と
同
１
・
３
キ
ロ
７
０
０
円
・

２
５
９
メ
ー
ト
ル
１
０
０
円
（
秋

田
市
以
外
）
を
統
合
、
同
１
キ
ロ

７
０
０
円
・
２
１
０
メ
ー
ト
ル
１

０
０
円
に
改
定
し
た
い
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
迎
車
回
送
料
金
も

新
設
し
た
い
と
し
て
い
る
。
秋
田

地
区
は
70
者
９
７
０
台
。

　

ま
た
、
青
森
県
タ
ク
シ
ー
協
会

の
下
山
清
司
会
長
の
北
星
交
通

（
下
山
泰
広
社
長
、
弘
前
市
）
は

８
月
20
日
、
東
北
運
輸
局
に
運
賃

改
定
要
請
を
提
出
。
現
行
の
普
通

車
初
乗
り
１
キ
ロ
６
７
０
円
・
加

算
２
５
７
メ
ー
ト
ル
90
円
を
、
同

０
・
９
キ
ロ
７
０
０
円
・
２
４
４

メ
ー
ト
ル
１
０
０
円
に
改
定
し
た

い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
冬
期

割
増
運
賃
を
新
設
し
た
い
と
し
て

い
る
。
青
森
地
区
は
87
者
１
９
３

３
台
。

石
川
で
も
運
賃
改
定
要
請
が
出
る

　

北
陸
で
は
、
石
川
県
タ
ク
シ
ー

協
会
の
塚
本
泰
央
会
長
が
代
表
を

務
め
る
、
石
川
地
区
の
冨
士
タ
ク

シ
ー
（
金
沢
市
）
が
８
月
26
日
、

北
陸
信
越
運
輸
局
に
運
賃
改
定
要

請
を
提
出
。
現
行
の
普
通
車
初
乗

り
１
・
22
キ
ロ
６
０
０
円
・
加
算

２
６
３
メ
ー
ト
ル
１
０
０
円
を
、

同
１
・
22
キ
ロ
７
０
０
円
・
２
２

１
メ
ー
ト
ル
１
０
０
円
に
改
定
し

た
い
と
し
て
い
る
。
石
川
地
区
は

61
者
１
５
２
３
台
。

滋
賀
地
区
の
改
定
率
８
・
31
％

　

近
畿
で
は
、
近
畿
運
輸
局
が
８

月
13
日
、
滋
賀
地
区
で
要
請
が
出

て
い
た
運
賃
改
定
を
公
示
し
た
。

改
定
増
収
率
は
８
・
31
％
。

　

改
定
内
容
は
、
現
行
の
普
通
車

初
乗
り
１
キ
ロ
５
０
０
円
・
加
算

２
３
６
メ
ー
ト
ル
１
０
０
円
を
、

同
０
・
９
キ
ロ
５
０
０
円
・
２
１

８
メ
ー
ト
ル
に
改
定
す
る
。
実
施

日
は
９
月
12
日
。

12
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国
土
交
通
省
は
８
月
26

日
、
令
和
８
年
度
予
算
に
対

す
る
概
算
要
求
概
要
を
公
表

し
た
。
石
破
茂
・
内
閣
総
理

大
臣
が
８
月
７
日
に
都
内
千

代
田
区
永
田
町
の
総
理
大
臣

官
邸
で
開
催
し
た
政
府
与
党

政
策
懇
談
会
に
お
い
て
、
令

和
８
年
度
予
算
の
概
算
要
求

基
準
に
関
し
て
、「
賃
金
上
昇

や
『
地
方
創
生
２
・
０
』
の
推

進
、
官
民
連
携
に
よ
る
投
資

の
拡
大
な
ど
に
必
要
な
予
算

を
重
点
的
に
振
り
向
け
る
」
と
し
た
上
で
、「
経
済
、
物
価
動
向
な

ど
を
適
切
に
反
映
す
る
」
な
ど
と
し
て
、
概
算
要
求
基
準
に
お
け

る
重
要
政
策
に
関
す
る
予
算
の
上
積
み
ル
ー
ル
を
緩
和
す
る
方
針

を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
国
交
省
の
令
和
８
年
度
概
算
要
求
に
つ
い

て
も
、一
般
会
計
は
７
兆
８
１
２
億
円
で
、前
年
度
と
の
比
較
で
１
・

19
倍
と
、
大
幅
増
で
の
予
算
要
求
と
な
っ
て
い
る
。

　

物
流
・
自
動
車
局
関
係
の
令
和
８
年
度
の
予
算
概
算
要
求
は
、

一
般
会
計
で
45
億
円
と
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
15
億
円
か
ら

３
倍
増
。
さ
ら
に
、
自
動
車
安
全
特
別
会
計
７
１
７
億
円
を
加
え

た
合
計
で
７
６
２
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
で
は
10
％
増
の
予

算
要
求
だ
が
、
う
ち
物
流
関
係
は
52
億
円
で
２
・
１
倍
の
大
幅
増
。

中
野
国
交
大
臣
が
要
求
概
要
説
明

　

国
土
交
通
省
の
令
和
８
年
度
予

算
に
対
す
る
概
算
要
求
に
つ
い

て
、
中
野
洋
昌
・
国
土
交
通
大
臣

は
、
８
月
26
日
の
記
者
会
見
の
中

で
、「
令
和
８
年
度
概
算
要
求
基

準
に
お
い
て
、
本
年
は
、
裁
量
的

経
費
が
賃
金
・
物
価
動
向
等
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
求
め
ら
れ
て
い

た
10
％
の
削
減
は
求
め
ら
れ
ず
、

20
％
の
上
乗
せ
の
要
望
」
と
し
た

上
で
、「
義
務
的
経
費
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
は
前
年
度
予
算
額

以
下
で
要
求
す
る
こ
と
、
と
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
は
各
経

費
の
義
務
的
性
格
に
基
づ
き
所
要

額
の
要
求
」
と
し
、
さ
ら
に
「
物

価
高
騰
対
策
を
含
む
重
要
政
策
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
事
項
要
求

も
含
め
た
要
求
」
な
ど
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
予
算
要
求
の
柱
と

し
て
、
①
「
国
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
」
と
い
う
こ
と
で
、
本
年

１
月
に
発
生
し
た
埼
玉
県
八
潮
や

し
お
市
の
道
路
陥
没
事
故
等
を
踏

石
破
政
権
方
針
で
前
年
度
比
19
％
増

国
交
省
の
令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求

t o p i c s

ま
え
た
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
、

海
上
保
安
能
力
の
強
化
等
に
つ
い

て
要
求
、
②
「
持
続
的
な
経
済
成

長
の
実
現
」
と
し
て
、
戦
略
的
か

つ
計
画
的
な
社
会
資
本
整
備
や
持

続
可
能
な
観
光
の
推
進
な
ど
に
つ

い
て
要
求
、
③
「
個
性
を
い
か
し

た
地
域
づ
く
り
と
持
続
可
能
で
活

力
あ
る
国
づ
く
り
」
と
し
て
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
交
通
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
の

全
面
展
開
な
ど
の
要
求

Ｉ
な
ど

の
３
つ
を
挙
げ
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ェ
ア
や
日
本
版
Ｒ
Ｓ
調
査

　

物
流
・
自
動
車
局
関
係
の
令
和

８
年
度
の
予
算
概
算
要
求
は
、
一

般
会
計
で
45
億
円
と
、
令
和
７
年

度
当
初
予
算
の
15
億
円
か
ら
３
倍

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

物
流
・
自
動
車
局
に
お
け
る
予

算
要
求
の
柱
と
し
て
は
、
▽
次
期

「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
の
策
定

を
見
据
え
た
物
流
革
新
の
集
中
改

革
の
推
進
、
▽
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
自
動
車
分
野
の
Ｇ
Ｘ

の
推
進
、
▽
自
動
車
分
野
の
Ｄ
Ｘ

や
技
術
開
発
、
人
材
確
保
等
に
よ

る
事
業
基
盤
強
化
等
の
推
進
、
▽

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
、
事
故

防
止
・
安
全
対
策
の
推
進
等
、
の

４
つ
。

　
「
自
動
車
分
野
の
Ｄ
Ｘ
や
技
術

開
発
、
人
材
確
保
等
に
よ
る
事
業

基
盤
強
化
等
の
推
進
」
の
中
で
、

貨
物
・
旅
客
両
運
送
事
業
者
等
の

連
携
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ェ
ア

の
推
進
と
し
て
新
規
に
２
億
円
、

自
動
車
運
送
業
に
お
け
る
外
国
人

材
の
適
正
な
受
入
環
境
の
確
保
と

し
て
３
億
円
（
７
年
度
予
算
は
９

０
０
０
万
円
）、
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
等
の
活
用
実
態
等
に
関
す

る
調
査
と
し
て
新
規
に
３
億
５
０

０
０
万
円
を
要
求
。

　

さ
ら
に
、
総
合
政
策
局
な
ど
も

含
む
「『
交
通
空
白
』
の
解
消
等

に
向
け
た
地
域
交
通
の
リ
・
デ
ザ

イ
ン
の
全
面
展
開
」
に
は
、
全
体

で
２
６
９
億
５
０
０
万
円
（
７
年

度
予
算
は
２
０
９
億
５
０
０
万

円
）
を
要
求
し
て
い
る
。



　

国
土
交
通
省
は
８
月
25
日
、

都
内
千
代
田
区
霞
が
関
の
「
中

央
合
同
庁
舎
３
号
館
」
に
お
い

て
、
交
通
政
策
審
議
会
・
地
域

公
共
交
通
分
科
会
の
第
25
回
地

域
公
共
交
通
部
会
（
部
会
長
＝

山
内
弘
隆
・
一
橋
大
学
名
誉
教

授
）
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、国
交
省
側
か
ら
、「
交

通
空
白
」
解
消
に
向
け
て
、「
事

業
者
・
産
業
・
自
治
体
の
壁
を

越
え
た
連
携
・
協
働
を
進
め
る

こ
と
が
有
効
で
は
な
い
か
」
と

し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
共
同

化
・
協
業
化
を
軸
と
し
た
実
効
性
・
持
続
性
の
高
い
取
組
を
促
す

た
め
の
「
新
た
な
制
度
的
枠
組
み
の
構
築
」
を
視
野
に
入
れ
た
検

討
が
提
起
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
長
野
県
の
阿
部
守

一
知
事
が
「
地
域
公
共
交
通
へ
の
公
的
関
与
の
強
化
、
地
方
分
権

及
び
規
制
緩
和
、
司
令
塔
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
ほ
か
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
か
ら
、
つ
く
ば
市
・

土
浦
市
・
下
妻
市
・
牛
久
市
の
４
市
連
携
に
よ
る
「
地
域
連
携
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
取
組
に
つ
い
て
」、
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や

日
野
自
動
車
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
か
ら
地
域
公
共
交
通
の
取

組
や
自
家
用
有
償
運
送
の
導
入
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

山
内
弘
隆
部
会
長
が
あ
い
さ
つ

　

交
通
政
策
審
議
会
の
地
域
公
共

交
通
部
会
に
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
、
全
タ
ク
連
の
田
中
亮
一

郎
副
会
長
兼
地
域
交
通
委
員
長
や

全
国
自
治
体
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
連
絡

協
議
会
（
全
自
連
）
の
池
上
明
子

理
事
ら
も
出
席
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
山
内
弘
隆
部

会
長
は
、「
こ
の
地
域
公
共
交
通

部
会
が
今
日
、
令
和
７
年
度
と
し

て
は
２
回
目
の
会
合
を
開
く
こ
と

に
な
っ
た
」
と
し
な
が
ら
、「
地

域
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
も
知
っ

た
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

交
通
政
策
審
議
会
地
域
公
共
交
通
部
会

交
通
空
白
解
消
で
新
た
な
制
度
的
枠
組

t o p i c s

今
回
の
会
議
で
は
、
そ
の
こ
と
を

実
際
に
担
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、そ
の
意
味
で
は
、色
々

と
実
際
の
デ
ー
タ
や
取
組
な
ど
を

聴
い
て
、
方
向
性
を
ま
と
め
て
行

き
た
い
。
活
発
な
議
論
を
お
願
い

し
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

制
度
的
枠
組
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
論
点

　

続
い
て
、
国
土
交
通
省
側
か

ら
、「
交
通
空
白
」の
解
消
に
向
け
、

よ
り
一
層
の
共
同
化
・
協
業
化
を

軸
と
し
た
実
効
性
・
持
続
性
の
高

い
取
組
を
促
す
た
め
の
「
新
た
な

制
度
的
枠
組
み
の
構
築
」
を
視
野

に
入
れ
た
検
討
が
提
起
さ
れ
、
制

度
的
枠
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の

論
点
と
し
て
、
①
事
業
者
や
自
治

体
の
更
な
る
連
携
・
協
働
の
推
進
、

②
地
域
に
お
け
る
機
動
的
・
効
率

的
な
地
域
公
共
交
通
計
画
の
立

案
・
実
施
の
推
進
、
③
地
域
住
民

に
加
え
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
来
訪

者
の
需
要
増
加
を
踏

ま
え
た
相
乗
効
果
の

発
揮

Ｉ
な
ど
が
示

さ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
、「
事
業

者
や
自
治
体
の
更
な

る
連
携
・
協
働
に
よ

る
共
同
化
・
協
業
化

の
推
進
」
に
関
す
る

共
同
化
の
例
と
し
て
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
と
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
）
で
は
、

人
材
確
保
と
人
材
育
成
の
共
同

化
、
車
両
や
シ
ス
テ
ム
調
達
の
共

同
化
、
運
転
者
・
運
行
管
理
・
整

備
管
理
の
共
同
化
、
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
共
同
化
・
協
業
化
に
お

け
る
外
部
組
織
の
活
用
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
外
部
組
織
が

自
治
体
の
指
示
の
下
で
、
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
な
ど
の
地
域

の
交
通
政
策
の
企
画
立
案
と
施
策

実
施
、関
係
者
相
互
の
連
絡
調
整
、

地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

確
保
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
整

理
・
提
供
な
ど
を
例
示
し
た
。

主
体
を
市
区
町
村
か
ら
都
道
府
県
に

　

さ
ら
に
、
所
掌
が
物
流
・
自
動

車
局
の
旅
客
課
か
ら
総
合
政
策

局
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推

進
課
に
移
譲
と
な
っ
た
公
共
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
（
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
）
の
実
施
主
体
の
拡
大
も
提
起

さ
れ
、「
広
域
で
の
輸
送
ニ
ー
ズ

等
に
対
応
す
る
た
め
」
な
ど
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
市
区
町
村
に
加

え
て
都
道
府
県
に
も
拡
大
す
る
方

向
性
も
示
さ
れ
た
。
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東
京
都
渋
谷
区
は
９
月
１
日
、
配
車
ア
プ
リ

大
手
の
Ｇ
Ｏ
が
展
開
す
る
エ
リ
ア
限
定
で
の

バ
ー
チ
ャ
ル
乗
降
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
Ａ
Ｉ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
「
Ｇ
Ｏ
シ
ャ
ト

ル
」
に
よ
る
実
証
実
験
を
、渋
谷
区
の
笹
塚
・
幡
ヶ

谷
・
本
町
・
初
台
・
西
原
・
大
山
町
・
元
代
々

木
町
な
ど
を
含
む
約
３
キ
ロ
四
方
の
エ
リ
ア
内

で
の
移
動
に
加
え
て
、
同
エ
リ
ア
と
渋
谷
駅
・
新
宿
駅
・
原
宿
駅
・

代
々
木
駅
、
渋
谷
区
役
所
な
ど
と
を
結
ぶ
形
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

約
７
０
０
カ
所
の
乗
降
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
、
運
行
時
間
は
、
午

前
８
時
頃
〜
午
後
８
時
頃
ま
で
の
毎
日
。
料
金
は
、
タ
ク
シ
ー
運

賃
の
５
〜
６
割
の
水
準
に
設
定
し
て
い
る
。

　

中
野
洋
昌
・
国
土
交
通
大
臣
は
８

月
26
日
、
国
交
省
で
行
っ
た
定
例
記

者
会
見
の
中
で
、
空
港
や
観
光
地
な

ど
に
お
け
る
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
に
よ

る
白
タ
ク
的
な
客
引
き
行
為
や
名
義

貸
し
行
為
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
答

え
、「
引
き
続
き
、
地
方
運
輸
局
の

調
査
や
警
察
・
施
設
管
理
者
等
か
ら

の
情
報
提
供
を
踏
ま
え
て
、
事
実
関

係
を
精
査
し
、
違
反
事
実
が
確
認
さ

れ
た
ら
、
厳
正
に
し
っ
か
り
対
処
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

高
齢
者
等
に
は
１
回
４
０
０
円
補
助

　

配
車
ア
プ
リ
大
手
の
Ｇ
Ｏ
が
展

開
す
る
「
Ｇ
Ｏ
シ
ャ
ト
ル
」
で
は
、

ポ
イ
ン
ト
間
の
乗
車
料
金
を
タ
ク

シ
ー
運
賃
の
５
〜
６
割
の
水
準
で

設
定
し
て
い
る
が
、
渋
谷
区
で
は
、

実
証
実
験
エ
リ
ア
内
に
居
住
す
る

高
齢
者
や
障
害
者
、
子
育
て
世
帯

向
け
に
１
回
当
た
り
４
０
０
円
の
割

引
ク
ー
ポ
ン
と
し
て
月
20
枚
を
Ｇ

Ｏ
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
配
布
す
る
。

　

例
え
ば
、
エ
リ
ア
内
に
あ
る

厳
正
に
し
っ
か
り
対
処
し
て
い
き
た
い

　

中
野
洋
昌
・
国
土
交
通
大
臣
は
、

空
港
や
観
光
地
な
ど
に
お
け
る
都

市
型
ハ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
白
タ
ク
的

な
客
引
き
行
為
に
関
す
る
質
問
に

対
し
て
、「
空
港
や
観
光
地
で
の

客
引
き
行
為
が
ハ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

予
め
、
営
業
所
に
お
い
て
契
約
さ

れ
た
運
送
に
は
該
当
し
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
は
道
路
運

送
法
違
反
に
当
た
る
」
と
の
認
識

「
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
「
初
台
駅
」
ま
で
乗
車
（
距

離
は
約
１
・
４
キ
ロ
）
す
る
と
Ｇ

Ｏ
シ
ャ
ト
ル
の
料
金
は
７
２
０
円

（
同
区
間
の
事
前
確
定
運
賃
に
よ

る
迎
車
料
金
を
含
む
タ
ク
シ
ー
運

賃
は
１
２
５
０
円
）
と
な
る
が
、

高
齢
者
な
ど
が
渋
谷
区
が
補
助
す

る
割
引
ク
ー
ポ
ン
１
回
４
０
０
円

を
Ｇ
Ｏ
ア
プ
リ
内
で
適
用
す
る
と

３
２
０
円
に
な
る
。

　

運
行
台
数
は
１
日
最
大
10
台

で
、日
本
交
通
（
若
林
泰
治
社
長
、

都
内
千
代
田
区
）
と
代
々
木
自
動

を
示
し
、「
引
き
続
き
、
地
方
運

輸
局
の
調
査
や
警
察
・
施
設
管
理

者
等
か
ら
の
情
報
提
供
を
踏
ま
え

て
、
事
実
関
係
を
精
査
し
、
違
反

事
実
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
厳
正
に

し
っ
か
り
対
処
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
な
ど

の
名
義
貸
し
行
為
に
つ
い
て
も

「
名
義
貸
し
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
道
路
運
送
法
違
反
に

当
た
る
」
と
し
て
、
同
様
の
考
え

を
示
し
た
。

渋
谷
区
で
Ｇ
Ｏ
シ
ャ
ト
ル
の
実
証
実
験

タ
ク
シ
ー
の
５
〜
６
割
の
料
金
で
運
行

t o p i c s

都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
の
名
義
貸
し
問
題

中
野
国
交
大
臣
の
記
者
会
見
で
も
指
摘

t o p i c s

車
（
西
澤
明
洋
社
長
、
都
内
渋
谷

区
）
が
担
う
。

先
行
し
て
豊
洲
な
ど
で
独
自
運
行

Ｇ
Ｏ
シ
ャ
ト
ル
は
既
に
、
Ｇ
Ｏ

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
日
本
交

通
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、
昨
年

12
月
か
ら
ト
ヨ
タ
・
ノ
ア
な
ど
の

車
両
が
都
心
の
東
京
駅
や
大
手

町
・
日
本
橋
・
銀
座
・
有
楽
町
・

新
橋・虎
ノ
門
な
ど
と
豊
洲・晴
海・

東
雲
・
有
明
な
ど
の
湾
岸
エ
リ
ア

を
結
ぶ
形
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

運
行
時
間
帯
は
、
平
日
は
午
前
７

時
頃
〜
午
後
10
時
頃
、
土
日
祝
は

午
前
７
時
頃
〜
午
後
６
時
頃
。
料

金
は
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
５
〜
６

割
の
水
準
に
設
定
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
や
大
阪
メ
ト
ロ
で
も

　

同
種
の
、
配
車
ア
プ
リ
を
使
っ

た
エ
リ
ア
限
定
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル

乗
降
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
Ａ
Ｉ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
と

し
て
は
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
の
「
ｍ

ｏ
ｂ
ｉ
」
や
大
阪
メ
ト
ロ
の
「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」（
名
称
は
バ

ス
だ
が
、
運
行
は
タ
ク
シ
ー
事

業
者
で
車
両
も
ハ
イ
エ
ー
ス
が
中

心
）
な
ど
が
あ
る
。



　

全
タ
ク
連
が
毎
月
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
営
業
収
入
の
変
化
（
サ
ン
プ
ル
調
査
）」
に
よ
る
と
、

全
国
で
運
賃
改
定
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
同
月
実
績
比
で
は
一
進
一
退
が
続
い
て

い
る
状
況
だ
。
そ
れ
で
も
、
全
国
平
均
は
、
昨
年
７
月
の
93
・
８
％
に
対

し
て
今
年
７
月
は
97
・
５
％
と
、
３
・
７
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

運
賃
改
定
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年

実
績
へ
の
到
達
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

　

今
年
７
月
実
績
に
お
け
る
全
国
の
営
業
収
入
の
２
０
１
９
年
同
月
対
比

で
は
、
１
０
０
％
の
回
復
を
し
て
い
る
の
は
、
茨
城
（
１
３
２
・
６
％
）、

栃
木
（
１
０
３
・
５
％
）、埼
玉
（
１
１
４
・
３
％
）、千
葉
（
１
２
９
・
２
％
）、

東
京
（
１
２
０
％
）、
神
奈
川
（
１
１
１
・
４
％
）、
富
山
（
１
０
９
・
２
％
）、
福
井
（
１
０
３
・
８
％
）、

岐
阜
（
１
０
３
・
４
％
）、
京
都
（
１
０
３
・
２
％
）、
大
阪
（
１
２
９
％
）、
鳥
取
（
１
０
１
％
）、
広
島

（
１
１
３
・
６
％
）、
福
岡
（
１
１
０
・
３
％
）、
熊
本
（
１
０
９
・
８
％
）、
沖
縄
（
１
３
２
％
）
の
16
都
府
県

で
、
全
国
平
均
は
97
・
５
％
。

　

一
年
前
の
昨
年
７
月
は
、茨
城
（
１
１
６
・
５
％
）、栃
木
（
１
０
４
・
９
％
）、埼
玉
（
１
０
３
・
５
％
）、千

葉
（
１
３
３
％
）、
東
京
（
１
０
４
・
５
％
）、
神
奈
川
（
１
０
４
・
９
％
）、
山
梨
（
１
０
５
・
３
％
）、
富
山

（
１
０
８
・
７
％
）、
石
川
（
１
１
５
・
８
％
）、
京
都
（
１
０
０
・
５
％
）、
大
阪
（
１
１
２
・
１
％
）、
広
島

（
１
０
４
・
９
％
）、
沖
縄
（
１
１
３
・
５
％
）
の
13
都
府
県
が
１
０
０
％
超
で
、
全
国
平
均
93
・
８
％
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
に
よ
る
増
減
は
あ
り
な
が
ら
も
、
１
年
間
の
う
ち
に
、
さ
ら
に
回
復
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
で
、
例
え
ば
、
静
岡
は
昨
年
７
月
の
81
・
９
％
↓
77
・
１
％
へ
と
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
、
和
歌
山
は

同
79
％
↓
73
・
３
％
へ
と
５
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
営
収
の
回
復
状
況
に
お
け
る
二
極
化

も
進
ん
で
い
る
状
況
だ
。
こ
れ
ら
の
営
収
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
運
賃
改
定
に
加
え
、
効
果

的
な
需
要
喚
起
策
も
必
要
な
状
況
だ
。

〈
本
紙
編
集
長
＝
熊
澤　

義
一
〉

東
京
・
大
阪
・
沖
縄
が
全
国
引
っ
張
る

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
状
況
で
二
極
化

t o p i c s

一
進
一
退
な
が
ら
も
増
加
傾
向

　

全
タ
ク
連
が
サ
ン
プ
ル
調
査
を

実
施
し
て
い
る
、
２
０
１
９
年
同

月
比
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
営
業
収
入

の
変
化
で
は
、
７
月
の
全
国
平

均
は
２
０
１
９
年
同
月
比
で
97
・

５
％
だ
っ
た
。
５
月
の
97
・
７
％
、

６
月
の
95
・
８
％
と
の
比
較
で
一

進
一
退
の
足
踏
み
状
態
が
続
い
て

い
る
も
の
の
、
昨
年
７
月
の
93
・

８
％
に
対
し
て
は
３
・
７
ポ
イ
ン

ト
の
増
。
全
国
平
均
で
の
営
業
収

入
の
回
復
は
遅
々
と
し
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
で
も
徐
々
に
１
０

０
％
に
近
付
い
て
お
り
、
運
賃
改

定
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
よ
う
や

く
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
実

績
へ
の
到
達
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
状
況
だ
。

　

２
０
１
９
年
同
月
比
で
、
プ
ラ

ス
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

関
東
の
茨
城
（
１
３
２
・
６
％
）、

栃
木
（
１
０
３
・
５
％
）、埼
玉
（
１

１
４
・
３
％
）、
千
葉
（
１
２
９
・

２
％
）、
東
京
（
１
２
０
％
）、
神

奈
川
（
１
１
１
・
４
％
）、
お
よ

び
北
陸
・
信
越
の
富
山
（
１
０
９
・

２
％
）、
中
部
の
福
井
（
１
０
３
・

８
％
）
と
岐
阜
（
１
０
３
・
４
％
）、

近
畿
の
京
都
（
１
０
３
・
２
％
）

と
大
阪
（
１
２
９
％
）、
中
国
の

鳥
取
（
１
０
１
％
）
と
広
島
（
１

１
３
・
６
％
）、
九
州
の
福
岡
（
１

１
０
・
３
％
）
と
熊
本
（
１
０
９
・

８
％
）、そ
し
て
沖
縄（
１
３
２
％
）

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
運
輸
局
単

位
で
２
０
１
９
年
同
月
比
で
実
績

プ
ラ
ス
と
な
っ
た
都
道
府
県
を
み

る
と
、
東
京
経
済
圏
を
中
心
と
し

た
関
東
の
突
出
ぶ
り
（
群
馬
と
山

梨
を
除
く
８
都
県
中
の
６
都
県
）

が
目
立
つ
。

　

近
畿
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
が
旺
盛
で
、
万
博
需
要
も
顕
著

な
大
阪
が
、
２
０
１
９
年
同
月
比

で
１
２
９
％
と
大
き
く
伸
び
て
い

る
ほ
か
、
京
都
も
１
０
３
・
２
％

と
コ
ロ
ナ
禍
前
の
実
績
を
上
回
っ

て
い
る
一
方
で
、
兵
庫
は
94
・
２
％

に
留
ま
っ
て
お
り
、滋
賀
89
・
４
％
、

奈
良
86
・
５
％
、
さ
ら
に
和
歌
山

は
73
・
３
％
と
需
要
回
復
が
大
き

く
遅
れ
て
い
る
。
和
歌
山
は
、
近

畿
で
は
唯
一
、
昨
年
７
月
実
績

（
79
％
）
か
ら
も
５
・
７
ポ
イ
ン

ト
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

営
業
収
入
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め

が
掛
か
っ
て
い
な
い
状
況
だ
。

　

準
特
定
地
域
指
定
が
解
除
さ
れ

た
沖
縄
は
、
旺
盛
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
も
あ
り
、
７
月
の
２
０
１

９
年
同
月
比
で
の
営
業
収
入
は
１

３
２
％
と
、大
き
く
伸
び
て
い
る
。

16



17

岩
手
・
静
岡
・
和
歌
山
は
回
復
遅
れ

　

北
海
道
、東
北（
６
県
）、四
国（
４

県
）
で
は
、
２
０
１
９
年
同
月
比

で
の
営
業
収
入
が
１
０
０
％
を
超

え
る
と
こ
ろ
は
、７
月
も
出
な
か
っ

た
。
北
陸
信
越
（
４
県
）
で
も
１

０
０
％
を
超
え
た
の
は
富
山
の
１

県
の
み
、
九
州
（
７
県
）
で
も
１

０
０
％
を
超
え
た
の
は
福
岡
と
熊

本
の
２
県
の
み
だ
っ
た
。

　

地
域
間
格
差
も
大
き
く
、
依
然

と
し
て
７
月
も
２
０
１
９
年
同
月

比
で
８
割
の
水
準
を
下
回
っ
て

い
る
県
が
、
岩
手
（
79
・
３
％
）、

静
岡
（
77
・
１
％
）、
和
歌
山

（
73
・
３
％
）
の
３
つ
あ
り
、
こ

れ
ら
の
地
域
で
は
、
運
賃
改
定
に

加
え
、
効
果
的
な
需
要
喚
起
策
も

必
要
な
状
況
だ
。

30
道
県
は
全
国
平
均
以
下

　

全
国
平
均
の
97
・
５
％
を
上

回
っ
て
い
る
の
は
、
茨
城
、
栃
木
、

埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、

富
山
、福
井
、岐
阜
、愛
知
、京
都
、

大
阪
、
鳥
取
、
広
島
、
福
岡
、
熊

本
、
沖
縄
の
17
都
府
県
の
み
。
逆

に
６
割
以
上
の
30
道
県
は
全
国
平

均
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 7 年
６月 23,580 15,707 66.6 1,316,296 3,092,784 42.6 421,709 522,385 808,120 215,011 196.9 26.8 51,450

令和 6 年
６月 22,409 15,071 67.3 1,251,795 2,912,545 43.0 398,429 495,284 761,534 176,709 193.3 26.4 50,530

前月対比
（％） 105.2 104.2 99.0 105.2 106.2 99.0 105.8 105.5 106.1 121.7 101.9 101.6 101.8

 ● 東京都多摩地区　原価計算対象 16 事業者 837 台（うち普通車 786 台）　輸送実績速報（令和７年６月分）

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 7 年
７月 24,149 16,424 68.0 1,400,025 3,276,885 42.7 456,718 568,143 866,023 219,338 199.5 27.8 52,729

令和 6 年
７月 23,157 15,696 67.8 1,326,089 3,040,133 43.6 440,768 571,963 831,880 202,779 193.7 28.1 52,999

前月対比
（％） 104.3 104.6 100.3 105.6 107.8 97.9 103.6 99.3 104.1 108.2 103.0 99.0 99.5

 ● 東京都多摩地区　原価計算対象 16 事業者 830 台（うち普通車 779 台）　輸送実績速報（令和７年７月分）

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 7 年
６月 80,375 58,486 72.8 6,910,472 14,329,214 48.2 1,485,752 1,911,285 3,701,393 463,411 245.0 25.4 63,287

令和 6 年
６月 78,840 54,672 69.3 6,509,610 13,426,610 48.5 1,402,668 1,823,833 3,468,845 396,299 245.6 25.7 63,448

前月対比
（％） 101.9 107.0 104.9 106.2 106.7 99.5 105.9 104.8 106.7 116.9 99.8 99.0 99.7

令和７年
５月 82,919 58,301 70.3 6,822,003 14,361,679 47.5 1,446,806 1,875,185 3,623,169 441,840 246.3 24.8 62,146

前月対比
（％） 96.9 100.3 103.6 101.3 99.8 101.5 102.7 101.9 102.2 104.9 99.5 102.4 101.8

 ● 東京都特別区・武三地区　原価計算対象 29 事業者 2,680 台　輸送実績速報（令和７年６月分）

車種 年月
延実在
車両数

（日車）

延実働
車両数

（日車）

実働率
（％）

実車
キロ

走行
キロ

実車率
（％）

輸送
回数

輸送
人員

運送収入
（千円）

迎車
回数

実働１日１車当たり
走行
キロ

輸送
回数

運送
収入

普
通
車

令和 7 年
７月 83,117 61,702 74.2 7,339,346 15,151,825 48.4 1,598,634 2,059,882 3,958,663 517,523 245.6 25.9 64,158

令和 6 年
７月 81,468 58,210 71.5 7,090,088 14,431,212 49.1 1,551,057 2,021,063 3,808,873 477,457 247.9 26.6 65,433

前月対比
（％） 102.0 106.0 103.9 103.5 105.0 98.6 103.1 101.9 103.9 108.4 99.1 97.2 98.1

令和７年
６月 80,375 58,486 72.8 6,910,472 14,329,214 48.2 1,485,752 1,911,285 3,701,393 463,411 245 25.4 63,287

前月対比
（％） 103.4 105.5 101.9 106.2 105.7 100.4 107.6 107.8 106.9 111.7 100.2 102.0 101.4

 ● 東京都特別区・武三地区　原価計算対象 29 事業者 2,674 台　輸送実績速報（令和７年７月分）



18

ブロック 都道府県
昨年７月の

19 年比
（％）

５月の
19 年比
（％）

６月の
19 年比
（％）

７月の
19 年比
（％）

北海道 北海道（5 社うち 4 社が 23 年に運賃改定） 86.9 93.9 91.4 96.1 

東北

青森（5 社、全社が 23 年 6 月 15 日運賃改定） 96.7 87.9 89.1 94.5 
岩手（5 社、全社が 22 年 12 月 19 日運賃改定） 73.5 78.8 78.8 79.3 
宮城（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 92.5 97.7 87.7 84.4 
秋田（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 75.7 90.0 87.4 96.9 
山形（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 77.9 81.7 78.7 80.3 
福島（7 社、全社が 25 年 4 月 16 日運賃改定） 80.7 91.0 89.3 85.5 

関東

茨城（5 社、全社が 23 年 9 月 19 日運賃改定） 116.5 131.2 120.5 132.6 
栃木（9 社、全社が 23 年 12 月 4 日改定） 104.9 103.4 103.1 103.5 
群馬（5 社、全社が 23 年 10 月 10 日改定） 90.6 86.8 86.7 89.9 
埼玉（5 社、全社が 23 年 11 月 20 日運賃改定） 103.5 112.3 111.6 114.3 
千葉（6 社、全社が 23 年 11 月 20 日運賃改定） 133.0 128.1 130.4 129.2 
東京（5 社、全社が 22 年 11 月 14 日運賃改定） 104.5 123.8 118.9 120.0 
神奈川（5 社、4 社が 23 年 11 月、1 社が 24 年 3 月） 104.9 111.1 111.3 111.4 
山梨（4 社うち 3 社が 24 年 4 月 8 日運賃改定） 105.3 93.3 92.6 95.0 

北陸信越

新潟（5 社うち 4 社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 82.3 82.4 77.2 83.2 
富山（4 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 108.7 112.0 105.5 109.2 
石川（4 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 115.8 97.1 93.7 94.2 
長野（4 社、全社が 23 年 9 月 25 日運賃改定） 85.0 87.6 86.6 94.1 

中部

福井（5 社、全社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 99.9 118.6 107.8 103.8 
岐阜（5 社、全社が 23 年に運賃改定） 96.4 102.6 99.8 103.4 
静岡（5 社、全社が 23 年 9 月に運賃改定） 81.9 81.8 77.2 77.1 
愛知（5 社うち 2 社が 23 年 3 月 20 日改定） 94.5 100.3 95.9 99.8 
三重（5 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 87.7 90.1 90.5 94.5 

近畿

滋賀（6 社、全社が 23 年 5 月 1 日運賃改定） 85.2 86.3 87.6 89.4 
京都（6 社うち 4 社が 23 年 5 月、2 社が 24 年 3 月） 100.5 106.1 104.1 103.2 
大阪（5 社、全社が 23 年 5 月 31 日運賃改定） 112.1 131.2 135.0 129.0 
兵庫（6 社うち 5 社が 23 年 5 月 31 日運賃改定） 89.2 89.0 93.8 94.2 
奈良（5 社、全社が 24 年 11 月 11 日運賃改定） 80.5 85.3 84.5 86.5 
和歌山（5 社、全社が 23 年 7 月 3 日運賃改定） 79.0 79.9 77.6 73.3 

中国

鳥取（4 社、全社が 23 年 12 月 25 日運賃改定） 99.5 101.5 99.5 101.0 
島根（5 社、全社が 24 年 3 月 29 日運賃改定） 87.8 82.2 80.2 83.6 
岡山（5 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 95.3 99.6 95.4 97.2 
広島（5 社、全社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 104.9 107.7 110.9 113.6 
山口（5 社、全社が 23 年 8 月 1 日運賃改定） 89.1 85.3 84.3 87.3 

四国

徳島（5 社、全社が 23 年 9 月 11 日運賃改定） 91.1 90.7 84.1 90.8 
香川（5 社、全社が 23 年 3 月 6 日に運賃改定） 93.0 96.4 96.7 94.3 
愛媛（6 社うち 5 社が 23 年 6 月 26 日運賃改定） 68.8 86.4 83.8 84.7 
高知（5 社、全社が 24 年 2 月 19 日運賃改定） 83.6 85.7 82.6 85.3 

九州

福岡（8 社、うち 7 社が 23 年 8 月に運賃改定） 97.7 108.1 107.9 110.3 
佐賀（9 社、全社が 23 年 10 月 25 日運賃改定） 88.2 95.2 96.6 91.2 
長崎（5 社、全社が 23 年 9 月 1 日運賃改定） 92.4 86.6 89.4 89.9 
熊本（4 社、全社が 24 年 4 月 26 日運賃改定） 98.6 112.5 111.1 109.8 
大分（6 社、全社が 23 年 7 月 12 日運賃改定） 76.6 78.4 77.7 81.0 
宮崎（5 社、全社が 23 年 7 月 26 日運賃改定） 90.8 87.0 84.3 85.4 
鹿児島（6 社、全社が 23 年 8 月 1 日運賃改定） 93.5 97.6 95.6 96.6 

沖縄 沖縄（1 グループ +4 社、全社が 23 年に運賃改定） 113.5 129.0 125.7 132.0 
全国の営業収入の 2019 年同月比 93.8 97.7 95.8 97.5 

 ● 新型コロナウィルス感染症の影響による営業収入の変化（全タク連が実施したサンプル調査）
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登録実施機関 2020.3.31 2023.3.31 減少数 2023.3.31
充足率 2025.7.31 2025.7.31

充足率
直近 3 カ月

の増減
28 カ月間

での増減率
北海道Ａ 8,528 6,647 1,881 77.9% 6,937 81.3% 95 104%
北海道Ｂ 8,547 6,862 1,685 80.3% 6,849 80.1% 4 100%

青 森 3,482 2,713 769 77.9% 2,519 72.3% △ 44 93%
岩 手 2,675 2,211 464 82.7% 1,994 74.5% △ 71 90%

宮 城 Ａ 3,970 3,238 732 81.6% 3,210 80.9% 58 99%
宮 城 Ｂ 1,853 1,506 347 81.3% 1,417 76.5% 2 94%

秋 田 1,576 1,283 293 81.4% 1,145 72.7% △ 36 89%
山 形 1,609 1,366 243 84.9% 1,300 80.8% △ 1 95%
福 島 3,464 3,091 373 89.2% 3,071 88.7% 21 99%
茨 城 3,135 2,658 477 84.8% 2,663 84.9% 15 100%
栃 木 1,982 1,716 266 86.6% 1,761 88.4% 20 103%
群 馬 1,612 1,338 274 83.0% 1,449 89.9% 4 108%

埼 玉 Ａ 4,053 3,316 737 81.8% 3,442 84.9% 17 104%
埼 玉 Ｂ 5,212 4,355 857 83.6% 4,446 85.3% 28 102%
千 葉 Ａ 6,280 5,471 809 87.1% 5,836 92.9% 98 107%
千 葉 Ｂ 2,621 2,325 296 88.7% 2,556 97.5% 11 110%
東 京 Ａ 58,257 48,515 9,742 83.3% 54,427 93.4% 803 112%
東 京 Ｂ 6,297 5,141 1,156 81.6% 5,146 81.7% △ 9 100%

神奈川Ａ 11,945 10,032 1,913 84.0% 11,118 93.1% 144 111%
神奈川Ｂ 5,214 4,260 954 81.7% 4,445 85.3% 9 104%

山 梨 1,232 960 272 77.9% 1,066 86.5% 1 1 111%
新 潟 3,731 2,982 749 79.9% 2,902 77.8% 20 97%
富 山 1,077 855 222 79.4% 856 79.5% △ 3 100%
石 川 2,321 1,898 423 81.8% 1,963 84.6% 16 103%
長 野 3,273 2,594 679 79.3% 2,662 81.3% 14 103%
福 井 1,109 939 170 84.7% 954 86.0% 23 102%
岐 阜 2,106 1,594 512 75.7% 1,615 76.7% 14 101%
静 岡 6,082 4,960 1,122 81.6% 4,846 79.7% △ 9 98%

愛 知 Ａ 9,168 7,219 1,949 78.7% 7,786 84.9% 49 108%
愛 知 Ｂ 3,323 2,558 765 77.0% 2,623 78.9% 9 103%

三 重 1,526 1,230 296 80.6% 1,301 85.3% 12 106%
滋 賀 1,340 1,108 232 82.7% 1,121 83.7% 8 101%

京 都 Ａ 7,953 6,147 1,806 77.3% 6,852 86.2% 128 111%
京 都 Ｂ 409 347 62 84.8% 310 75.8% △ 9 89%
大 阪 Ａ 19,247 16,028 3,219 83.3% 18,509 96.2% 353 115%
大 阪 Ｂ 2,222 1,815 407 81.7% 2,059 92.7% 88 113%
兵 庫 Ａ 7,278 5,758 1,520 79.1% 5,951 81.8% △ 18 103%
兵 庫 Ｂ 2,241 1,985 256 88.6% 2,013 89.8% 6 101%

奈 良 1,447 1,170 277 80.9% 1,129 78.0% 4 96%
和 歌 山 1,442 1,167 275 80.9% 1,139 79.0% △ 15 98%

鳥 取 830 629 201 75.8% 636 76.6% 10 101%
島 根 1,316 1,065 251 80.9% 1,081 82.1% △ 1 102%
岡 山 3,338 2,696 642 80.8% 2,738 82.0% 7 102%

広 島 Ａ 4,428 3,525 903 79.6% 3,589 81.1% 56 102%
広 島 Ｂ 3,029 2,638 391 87.1% 2,583 85.3% △ 55 98%

山 口 2,638 2,121 517 80.4% 2,006 76.0% △ 1 95%
徳 島 1,269 1,124 145 88.6% 1,135 89.4% △ 6 101%
香 川 1,604 1,443 161 90.0% 1,508 94.0% △ 30 105%
愛 媛 2,851 2,390 461 83.8% 2,358 82.7% 3 99%
高 知 1,589 1,352 237 85.1% 1,236 77.8% 5 91%

福 岡 Ａ 3,651 2,993 658 82.0% 2,608 71.4% △ 86 87%
福 岡 Ｂ 8,282 6,655 1,627 80.4% 7,613 91.9% 175 114%
福 岡 Ｃ 2,715 2,156 559 79.4% 2,051 75.5% 7 95%

佐 賀 1,248 1,085 163 86.9% 1,043 83.6% 3 96%
長 崎 3,819 3,168 651 83.0% 2,866 75.0% △ 9 90%
熊 本 4,103 3,489 614 85.0% 3,635 88.6% 33 104%
大 分 2,468 2,064 404 83.6% 1,895 76.8% △ 30 92%
宮 崎 2,174 1,740 434 80.0% 1,603 73.7% △ 3 92%

鹿 児 島 3,220 2,500 720 77.6% 2,358 73.2% △ 18 94%
沖 縄 6,747 5,747 1,000 85.2% 6,431 95.3% 104 112%
全 国 282,168 231,938 50,230 82.2% 244,361 86.6% 2,033 105%

 ● タクシー乗務員数の推移（登録実施機関別運転者証交付数の推移）

充足率=「その時点の運転者証交付数」÷「令和2（2020）年 3月31日の運転者証交付数」により算出



COLUMN清野吉光氏

  
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の

  

空
白
解
消
と

  

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

  

観
光
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　

５
月
31
日
付
（
４
８
１
号
）
掲

載
の
本
コ
ラ
ム
で
、
国
土
交
通
省

の
共
創
モ
デ
ル
実
証
運
行
事
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
『
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
時
の
空
白
解
消
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
観
光
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
』と
い
う
テ
ー
マ
で
応
募
し
、５

月
12
日
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
書

い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
採
択
の
後
、
実

際
の
着
手
が
許
可
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
、
実
施
に
必
要
と
な
る
業
者

の
見
積
書
提
出
な
ど
様
々
な
手
続

き
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
提
出
書
類
等
の
審
査
を
経
て
、

初
め
て
実
施
許
可
が
出
さ
れ
る
。

最
終
的
な
許
可
が
出
る
ま
で
は
正

直
、
不
安
な
日
々
が
続
く
こ
と
に

な
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
７

月
12
日
付
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
決
定
書
が
出

て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

に
向
け
た
実
際
の
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
の
後
は
、
関
係
す
る
タ
ク
シ

ー
事
業
者
に
対
す
る
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
）
に
お
け
る
眼
目
で
あ
る
車

載
タ
ブ
レ
ッ
ト
設
置
の
目
的
の
説

明
、
設
置
希
望
事
業
者
の
募
集
と

所
属
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
へ
の
説
明

会
の
実
施
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

業
者
へ
の
発
注
と
タ
ク
シ
ー
車
両

や
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
車
両
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
設
置
工
事
の
段
取

り
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
は
沢
山

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
は
、
構
成
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
運
営
会
議
の
創
設
と
そ
の

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ワ
ー
ク
ス
に
よ
る
連
絡
網

を
作
成
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
準
備
し

た
。
こ
う
し
た
実
務
的
な
業
務
の

推
進
は
、
株
式
会
社
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
に
業
務
委
託
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
、静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト

ラ
ベ
ル
の
共
同
代
表
で
あ
る
杉
本

哲
也
・
東
海
電
子
社
長
は
こ
の
よ

う
な
実
務
の
推
進
に
非
常
に
長
け

て
お
り
、
今
回
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
採
択
さ
れ
、
実
施
の
許
可

に
ま
で
辿
り
着
け
た
の
も
、
こ
の

分
野
で
の
経
験
豊
富
な
杉
本
社
長

の
手
腕
に
追
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

タ
ク
シ
ー
車
両
と
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
車
両
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
設
置
と
共
に
、
今
回
の
共

創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
課
題

の
一
つ
で
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

時
に
お
け
る
清
水
港
の
現
場
で
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
関
す
る
情
報

の
収
集
と
解
析
、
そ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
の
需
要
予
測
に
つ

い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

主
体
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
静
岡

Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
か
ら
株
式
会
社
静
岡
Ｔ

ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
に
業
務
委
託
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、

タ
ク
シ
ー
業
界
、
静
岡
市
や
静
岡

県
な
ど
の
地
域
行
政
、
運
輸
局
な

ど
の
監
督
機
関
に
広
く
公
開
、
共

有
を
図
っ
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

  

10
月
３
日
、

  

清
水
港
ク
ル
ー
ズ
船

  

ド
ラ
イ
バ
ー
最
適
配
車

  

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

  

始
動
！

　

今
回
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
的
は
、
大
型
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

清
水
港
に
寄
港
す
る
こ
と
で
発
生

す
る
一
時
的
な
交
通
空
白
を
解
消

す
る
こ
と
、
そ
し
て
清
水
港
で
下

船
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
観
光

体
験
の
質
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
大
き
な
柱
が
、
ク
ル
ー

ズ
船
客
が
利
用
を
望
む
タ
ク
シ
ー

車
両
お
よ
び
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
車
両
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
設

置
し
、
一
元
的
に
効
率
の
良
い
最

適
配
車
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

用
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

設
置
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
役

割
は
四
つ
あ
る
。

①
現
在
は
、
清
水
港
に
お
い
て
タ

ク
シ
ー
や
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
な
ど
の
車
両
が
待
機
し
て
い

る
広
大
な
駐
車
場
が
、
同
場
所

に
静
岡
市
海
洋
地
球
総
合
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
建
設
さ
れ
る
関
係

で
使
え
な
く
な
り
、
待
機
す
る

場
所
の
み
な
ら
ず
、
乗
り
場
に

向
か
う
待
機
の
順
番
が
分
か
ら

な
く
な
る
の
で
、
新
た
に
設
置

す
る
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

よ
っ
て
順
番
を
確
定
し
、
ス
ム

ー
ズ
に
運
用
で
き
る
よ
う
シ
ス

テ
ム
を
組
む
。

②
タ
ク
シ
ー
や
日
本
版
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
な
ど
の
車
両
が
枯
渇
し
た

時
、
乗
車
を
待
つ
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
ら
に
、
い
つ
出
発
で
き
る

か
の
判
断
材
料
を
、
車
載
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
車
両
の
位

置
や
動
態
に
よ
っ
て
情
報
提
供

を
す
る
。

③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
ら
を
乗
せ
た

車
両
が
タ
ク
シ
ー
無
線
の
届
か

な
い
遠
隔
地
に
行
っ
た
場
合
の

車
両
位
置
の
把
握
、
さ
ら
に
は

事
故
や
故
障
時
の
対
処
、
帰
還

時
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。

清野 吉光（きよの よしみつ） 略歴
1950 年 長野県四賀村生まれ、印刷関係など様々な職業に従事。
1976 年 清水市の日の丸交通入社。1980 年 静岡市内の事務機器セ
ンターに入社。1982 年 システムオリジンを仲間と創業、専務取締
役。1992 年 代表取締役社長就任。2016 年３月 システムオリジン
社長退任。クリアフィールド取締役。2021年５月 一般社団法人静岡
TaaS 代表理事に就任。2025 年１月 （株）静岡 TaaSトラベル設立

清野吉光氏のコラム

団 塊 耕 志 録
第176回いよいよ国土交通省

共創モデル実証
事業実施に着手！
アメーバブログを始めました！

http://ameblo.jp/ykiyono800
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！

COLUMN 清野吉光氏
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④
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
位
置
情
報
を
ト
リ
ガ
ー
に
し

て
、
観
光
地
の
情
報
を
外
国
語

音
声
に
て
提
供
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
の
観
光
体
験
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
。

　

こ
う
し
た
四
つ
の
役
割
を
持
っ

た
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
９

月
中
に
か
け
て
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
参
加
す
る
各
タ
ク
シ
ー

会
社
の
車
両
に
設
置
さ
れ
、
10
月

３
日
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ
ン
・
ス

ピ
リ
ッ
ト
号
の
寄
港
時
か
ら
本
格

稼
働
を
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　

車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置

台
数
は
、
地
元
で
あ
る
静
岡
市
清

水
地
区
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
中

心
に
１
０
０
台
を
超
え
、ま
た
、既

に
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
配
車
セ
ン
タ

ー
に
配
車
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、

か
つ
、
シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ン
社
製

の
「
み
ち
び
き
」
と
い
う
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
設
置
し
て
い
る
車
両

に
つ
い
て
も
、
同
等
の
機
能
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、合
計

で
１
５
０
台
ほ
ど
が
こ
の
清
水
港

ク
ル
ー
ズ
船
最
適
配
車
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

果
た
し
て
、
こ
の
実
験
的
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ど
れ
ほ
ど
ク
ル

ー
ズ
船
寄
港
に
よ
る
清
水
港
で
の

一
時
的
な
交
通
空
白
の
解
消
に
役

立
つ
の
か
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
慎

重
に
検
証
し
て
行
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
試
行
錯
誤

を
通
じ
て
改
善
を
積
み
重
ね
、
３

年
後
に
は
、
富
士
山
と
い
う
日
本

を
代
表
す
る
観
光
資
産
を
背
負
う

清
水
港
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
体
験
が
量
、
質
と
も
に
日
本
一

と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。

  
全
国
自
治
体
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

  
連
絡
協
議
会
（
全
自
連
）

  

の
こ
と

　

８
月
４
日
、
風
格
の
あ
る
静
岡

県
庁
本
館
特
別
会
議
室
に
お
い
て
、

「
静
岡
県
と
全
自
連
と
の
地
域
公

共
交
通
活
性
化
に
係
る
連
携
協
定

締
結
式
」
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
専
門
部
会
で
講
演
会

が
行
わ
れ
、
大
分
県
別
府
市
の
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
「
湯
け
む
り
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
」
を
運
行
す
る
別
府

市
の
担
当
者
、
お
よ
び
運
行
主
体

で
あ
る
一
般
社
団
法
人
別
府
市
産

業
共
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｂ
Ｉ

ｂ
ｉ
ｚ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
か
ら
、
こ
の
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
設
立
経
緯
と

現
状
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

私
が
こ
の
会
合
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
実

は
、
そ
れ
に
先
立
つ
７
月
28
日
に

全
自
連
の
池
上
明
子
・
事
務
局
長

が
清
水
港
に
お
け
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
の
活
動
の
現
場
を
視
察
、
高
い

評
価
を
し
て
下
さ
り
、
こ
の
県
庁

で
の
会
合
の
参
加
の
途
を
開
い
て

く
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

別
府
市
で
も
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
時
に
二
次
交
通
の
不
足
と
い
う

交
通
空
白
問
題
が
生
じ
て
お
り
、

清
水
港
で
の
取
組
が
参
考
に
な
る

と
の
こ
と
で
、
こ
の
専
門
部
会
で

も
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
名
前
を
挙
げ

て
紹
介
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
質

疑
応
答
の
際
、「
な
ぜ
別
府
市
で

は
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
は
な

く
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
採
用

さ
れ
た
の
か
」
と
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
タ
ク
シ
ー
業
界
側
の
動
き
が

遅
く
、
結
果
的
に
行
政
主
導
の
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
た
、
と
の
返
答
だ
っ
た
。

　

実
際
の
経
緯
の
詳
細
は
分
か
ら

な
い
が
、
少
な
く
と
も
タ
ク
シ
ー

業
界
が
主
導
す
る
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
な
ど
の
形
で
地
域
公
共
交

通
を
引
っ
張
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
の
は
、タ
ク
シ
ー
業
界
に
身
を

置
く
者
と
し
て
は
残
念
な
こ
と
で

あ
り
、
様
々
な
事
情
は
あ
る
と
思

う
が
、
地
域
の
交
通
空
白
問
題
に

対
し
、
タ
ク
シ
ー
業
界
が
及
び
腰

で
い
る
と
、
特
に
地
域
の
行
政
が

積
極
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
タ

ク
シ
ー
業
界
が
関
わ
ら
な
い
世
界

で
物
事
が
進
ん
で
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
、
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
だ
。

　

現
在
、
静
岡
県
で
も
、
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
に
よ
る
一
時
的
な
交

通
空
白
問
題
の
発
生
を
機
に
、
都

市
型
ハ
イ
ヤ
ー
の
採
用
、
他
の
営

業
区
域
と
の
相
互
乗
入
な
ど
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
と

り
あ
え
ず
反
対
と
い
う
姿
勢
か
ら
、

む
し
ろ
そ
れ
を
タ
ク
シ
ー
事
業
に

お
け
る
営
業
領
域
の
拡
大
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
、
前
向
き
に
取
り

組
む
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

　

何
故
な
ら
、
い
ま
目
の
前
に
あ

る
交
通
空
白
の
解
消
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
潜
在
需
要
の
開
拓
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
私

が
代
表
者
を
務
め
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
そ
う
し
た
前

向
き
な
試
み
に
是
非
お
役
に
立
っ

て
行
き
た
い
と
思
う
。

（
２
０
２
５
年
８
月
24
日
）



　

関
東
運
輸
局
（
藤
田
礼
子

局
長
）
は
８
月
28
日
、
神
奈

川
県
横
浜
市
中
区
の
「
横
浜

第
二
合
同
庁
舎
」
に
お
い
て
、

２
０
２
５
年
度
関
東
地
域
事

業
用
自
動
車
安
全
対
策
会
議

を
開
き
、
関
運
局
管
内
に
お

け
る
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
の
事
業
用
自
動

車
に
よ
る
事
故
発
生
状
況
や
、

同
じ
く
各
業
界
団
体
等
に
よ

る
事
故
防
止
の
取
組
み
な
ど

を
報
告
、
そ
の
上
で
、
関
東

地
域
事
業
用
自
動
車
安
全
施

策
２
０
２
４
を
改
定
、
同
２
０
２
５
の
策
定
に
向
け
た
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
同
案
に
対
す
る
意
見
照
会
を
行
っ
た
上
で
、
９
月
の

第
３
週
頃
を
目
途
に
安
全
施
策
２
０
２
５
を
公
表
す
る
予
定
。

に
個
別
目
標
を
設
定
。

　

タ
ク
シ
ー
で
は
、
乗
客
死
者
数

ゼ
ロ
、
24
時
間
死
者
数
５
人
以

下
、
重
傷
者
数
１
７
５
人
以
下
、

人
身
事
故
件
数
２
７
０
０
件
以

下
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
、
出
会
い

頭
衝
突
事
故
件
数
３
３
０
件
以

下
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
安
全
施
策
２
０
２

５
の
策
定
に
向
け
た
、
２
０
２
５

年
度
関
東
地
域
事
業
用
自
動
車
安

全
対
策
会
議
に
は
、
タ
ク
シ
ー
業

界
か
ら
は
、関
東
地
区
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
協
議
会
か
ら
漆
原
孝
・

神
奈
川
県
タ
ク
シ
ー
協
会
交
通
指

導
事
故
防
止
委
員
長
（
す
み
れ
交

通
社
長
）
と
事
務
局
担
当
の
三
上

弘
良
・
神
タ
協
専
務
理
事
、
東
京

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
の
坂

本
篤
志
・
交
通
事
故
防
止
委
員
長

（
実
用
興
業
社
長
）、
全
国
個
人
タ

ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
か
ら
橋
本

淳
一
・
副
支
部
長
（
東
京
都
個
人

タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
副
理
事
長
）

と
荷
見
雄
二
・
執
行
専
務
が
出
席

し
た
。

安
全
施
策
２
０
２
５
の
策
定
に
向
け
て

　

関
東
地
域
事
業
用
自
動
車
安
全

施
策
で
は
、「
事
業
用
自
動
車
総

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
に
お

け
る
削
減
目
標
を
踏
ま
え
、バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
全

体
目
標
と
し
て
、
24
時
間
死
者
数

を
55
人
以
下
、
重
傷
者
数
を
６
０

０
人
以
下
、
人
身
事
故
件
数
を
６

３
４
０
件
以
下
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ

を
掲
げ
、
そ
の
上
で
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
の
業
態
ご
と

関
東
運
輸
局
が
安
全
対
策
会
議
を
開
催

事
業
用
自
動
車
の
安
全
施
策
を
改
定
へ

t o p i c s

藤
田
礼
子
局
長
が
挨
拶

　

会
議
冒
頭
の
挨
拶
で
、
関
運
局

の
藤
田
礼
子
局
長
は
、
運
輸
業
に

お
け
る
共
通
課
題
と
し
て
の
運
転

者
不
足
を
指
摘
し
な
が
ら
「
働
く

人
々
が
そ
の
事
業
に
永
く
定
着
し

て
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
、
業
界
の
持
続
的
な
発

展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
。
魅
力
あ
る
業
界
と
し
て

運
輸
業
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
、
経

営
者
の
皆
さ
ん
に
も
引
き
続
き
の

努
力
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
と

要
請
し
た
上
で
、「
安
全
・
安
心

の
確
保
が
運
輸
業
の
一
丁
目
一
番

地
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

藤
田
局
長
は
、「
本
日
の
会
議

で
は
、
昨
年
策
定
し
た
関
東
地
域

事
業
用
自
動
車
安
全
施
策
２
０
２

４
の
、
そ
の
後
に
お
け
る
事
故
発

生
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
同
安
全

施
策
２
０
２
５
に
つ
い
て
の
議
論

を
し
て
い
た
だ
く
」と
し
な
が
ら
、

「（
関
東
地
域
に
お
け
る
）
事
業
用

自
動
車
の
事
故
発
生
状
況
に
つ
い

て
は
、
こ
の
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し

た
２
０
０
９
年
以
降
、
死
者
数
は

１
３
６
人
か
ら
１
０
４
人
に
、
人

身
事
故
件
数
は
２
万
１
２
８
件

か
ら
９
３
６
２
件
に
減
少
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
全
体
目
標
と
の

関
係
で
は
、
残
念
な
が
ら
24
時
間

死
者
数
、
重
傷
者
数
、
人
身
事
故

件
数
、
飲
酒
運
転
と
も
削
減
目
標

を
上
回
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
目

標
達
成
に
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

だ
」
な
ど
と
指
摘
。

出
会
い
頭
の
衝
突
事
故
が
依
然
発
生

　

業
態
別
で
は
、
タ
ク
シ
ー
に
関

し
て
、「
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
と
の

出
会
い
頭
の
衝
突
事
故
が
依
然
と

し
て
発
生
し
て
い
る
」
と
し
て
、

関
東
運
輸
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
事
業
用
自
動
車
安
全
情
報
）
に

掲
載
し
て
い
る
「
運
転
者
教
育
・

事
故
防
止
資
料
」
の
活
用
を
要
請

し
た
。ま
た
、ト
ラ
ッ
ク
で
は
、「
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
は
、
残
念
な
が

ら
至
っ
て
い
な
い
。
悪
質
な
飲
酒

運
転
事
故
を
、
未
だ
に
起
こ
し
て

い
る
と
い
う
状
況
は
根
絶
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
強
調
し

た
ほ
か
、
日
本
郵
便
に
お
け
る
点

呼
未
実
施
や
点
呼
記
録
の
不
実
記

載
な
ど
に
つ
い
て
も
「
法
令
順
守

の
意
識
が
欠
如
し
て
い
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
た
。

22



23

れ
た
久
米
島
の
海
は
、
や
は
り
別
格

の
綺
麗
さ
。
島
の
沖
に
あ
る
サ
ン
ゴ

洲
島
で
真
っ
白
な
「
ハ
テ
の
浜
」
に

も
上
陸
。
珊
瑚
や
熱
帯
魚
の
姿
も
多

く
、
久
し
ぶ
り
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
も
楽
し
め
ま
し
た
。〈
熊
〉

　

今
後
の
巻
頭
特
集
で
は
、
静
岡
市

の
清
水
港
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
対

応
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
７
月
31

日
号
の
巻
頭
特
集
と
し
た
、
つ
ば
め

自
動
車
の
天
野
清
美
社
長
（
名
古
屋

タ
ク
シ
ー
協
会
会
長
）
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
取
材
の
中
で
、「
先
日
の
中

タ
ク
連
（
中
部
タ
ク
シ
ー
協
会
連
合

会
）
総
会
に
、全
タ
ク
連
の
川
鍋
（
一

朗
）
会
長
が
出
席
さ
れ
て
、
そ
の
際

に
各
県
協
会
長
ら
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
た
が
、
川
鍋
会
長
か
ら
、
北
海

道
・
ニ
セ
コ
や
長
野
県
・
軽
井
沢
な

ど
に
お
け
る
（
季
節
的
な
繁
忙
期
に

お
け
る
）
タ
ク
シ
ー
の
供
給
不
足
問

題
は
あ
る
程
度
の
解
決
を
し
た
が
、

次
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
対
応
だ
、

と
い
う
話
が
あ
っ
た
」と
し
な
が
ら
、

「
そ
う
い
っ
た
点
で
は
、
静
岡
市
の

清
水
港
に
お
け
る
（
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ

な
ど
に
よ
る
）
ク
ル
ー
ズ
船
客
対
応

の
取
組
に
は
、
私
も
注
目
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
」
な
ど
と
す
る
指
摘
が

あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
理
由
で
す
。

当
日
は
、
秋
田
港
を
抱
え
る
秋
田
市

か
ら
国
際
タ
ク
シ
ー
の
高
田
和
明
・

代
表
取
締
役
が
現
地
視
察
に
訪
れ
て

い
ま
し
た
。「
感
想
と
し
て
は
、
良

く
出
来
た
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
っ
た
」

と
の
こ
と
で
、「
行
政
や
業
界
と
の

連
携
も
、
よ
く
取
れ
て
い
る
な
、
と

感
じ
た
。
連
携
は
、
と
て
も
重
要
だ

と
思
っ
た
」と
も
。静
岡
県
タ
ク
シ
ー

編
集
後
記

　

東
京
業
界
に
お
い
て
、

酔
客
な
ど
が
路
上
で
寝
込

む
路
上
横
臥
者
を
救
護
し

た
こ
と
が
人
命
救
助
に
当

た
る
と
し
て
所
轄
の
警
察

署
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る

ケ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
。

　

都
内
江
戸
川
区
の
警
視

庁
小
岩
警
察
署
に
お
い
て

８
月
７
日
、実
用
興
業
（
坂

本
篤
志
社
長
、
都
内
葛
飾

区
）
の
野
口
義
晴
乗
務
員

が
江
戸
川
区
内
で
路
上
横

臥
者
を
保
護
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
河
内
良
夫
署
長
か
ら
人
命
救
助
に
尽
力
し
た
と
し
て
、

高
橋
清
一
・
小
岩
交
通
安
全
協
会
会
長
と
の
連
名
に
よ
る
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

　

東
タ
ク
協
の
交
通
事
故
防
止
委
員
長
も
務
め
る
、
坂
本
篤
志
・

実
用
興
業
社
長
は
、「
路
上
横
臥
者
に
対
す
る
乗
務
員
の
意
識
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
」
な
ど
と

し
た
。

　

路
上
横
臥
者
の
交
通
死
亡
事
故
は
毎
年
平
均
で
全
国
に
お
い
て

１
０
０
件
前
後
発
生
し
て
お
り
、
約
８
割
が
飲
酒
に
よ
る
路
上
寝

込
み
者
と
み
ら
れ
て
い
る
。
路
上
横
臥
者
の
保
護
に
よ
る
人
命
救

助
は
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
社
会
貢
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
一
般
世
論

か
ら
も
評
価
を
受
け
る
こ
と
な
り
そ
う
だ
。

路
上
横
臥
者
の
救
護
で
警
察
署
長
表
彰

小
岩
警
察
署
で
実
用
興
業
の
乗
務
員

t o p i c s

協
会
清
水
支
部
の
上
野
浩
安
支
部
長

（
南
急
観
光
代
表
取
締
役
）
が
、
炎

天
下
の
中
で
汗
を
か
き
な
が
ら
熱
心

に
乗
り
場
整
理
を
し
て
い
た
姿
も
印

象
的
で
し
た
。〈
熊
〉

★

　

今
号
の「
論
風
一
陣
」で
タ
ク
シ
ー

配
車
ア
プ
リ
の
手
数
料
問
題
を
放
置

し
て
い
る
全
タ
ク
連
に
「
喝
！
」
と

論
じ
ま
し
た
。
６
月
の
全
タ
ク
連
通

常
総
会
に
お
い
て
５
期
目
と
な
る
再

選
を
果
た
し
た
川
鍋
一
朗
会
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
２
年
間
は
、
地
方
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
力
点
を
置

い
て
（
略
）
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

解
禁
問
題
が
霧
消
し
た
こ
と
を
い
い

こ
と
に
、
全
国
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

で
構
成
す
る
全
タ
ク
連
が
「
地
方
の

課
題
を
解
決
」
と
い
う
。
換
言
す
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
い
か
に
地
方
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
来
な
か
っ
た
と
い
え

ば
言
い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ

か
、
配
車
ア
プ
リ
問
題
か
ら
目
を
そ

ら
す
た
め
の
手
法
で
は
な
い
で
し
ょ

う
ね
。〈
世
〉

★

　

こ
の
夏
は
、
沖
縄
を
二
度
、
訪
れ

ま
し
た
。
旅
の
テ
ー
マ
は
「
ア
イ
ラ

ン
ド
・
ホ
ッ
パ
ー
」
で
す
。
７
月
は

慶
良
間
諸
島
の
渡
嘉
敷
島
、
８
月
は

久
米
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
沖
縄
の
海

は
ど
こ
も
美
し
い
の
で
す
が
、
沖
縄

本
島
か
ら
西
に
約
１
０
０
キ
ロ
も
離
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